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目
指
せ
！
町
の
部
優
勝
!!

第
33
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

11
月
21
日
（
日
） 午
前
７
時
40
分
ス
タ
ー
ト

　

第
33
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
が
、11
月
21
日
（
日
）、

白
河
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
か
ら
福
島
県
庁
前
ま
で
の
16
区
間
（
95
．
０
㎞
）
で
行
わ

れ
ま
す
。

　

三
春
町
チ
ー
ム
は
、
佐
久
間
伊
一
監
督
の
も
と
毎
日
練
習
を
積
み
重
ね
、
町
の
部
優
勝
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
沿
道
で
応
援
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
応
援
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
団　
長

　

柳
沼
孝
則
（
町
体
育
協
会
長
）

◆
名
誉
顧
問

　

増
子
邦
明
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
顧
問
）

◆
監　
督

　

佐
久
間
伊
一
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

◆
コ
ー
チ

　

佐
藤
修
一
（
田
村
高
教
諭
）

　

橋
本　

徹
（
三
春
中
教
諭
）

◆
支
援
コ
ー
チ

　

三
瓶
清
友
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
会
長
）

　

橋
本
由
香
里
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

影
山
源
也
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

加
藤　

博
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

橋
本
幸
治
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

安
部
庄
一
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

安
部
卯
吉
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

榎
本
文
恵
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

橋
本
光
市
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

久
保
田
浩
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

渡
辺
英
夫
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

柳
沼
久
司
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

村
上
哲
也
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

増
子
栄
子
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

佐
々
木
美
恵
子
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

大
河
内
智
美
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

布
施
祥
平
（
岩
江
中
学
校
教
諭
）

　

佐
久
間
有
沙

　

菊
田
妃
菜

◆ 選手名簿

◆ 各中継所　※ ただし、出場選手は大会当日までに変更になる場合があります。

▼問　生涯学習課　社会体育グループ　☎ 62 - 3837

令和 2年度選手団の写真

長谷川　徹（郡山自衛隊）
上石　　敦（最上町教育委員会）
浦山　陽介（斎藤下の湯）
野村　顕弘（三春町役場）
菅野　元紀（ＪＡふくしま未来）
内山　　武（田村警察署）
岩井　駿介（城西大学）
鈴木　涼太（札幌国際大学）
黒羽　俊輔（田村高校３年）
鈴木　和真（田村高校３年）

宮嶋　蘭羽（田村高校２年）
神山　春輝（岩瀬農業高校２年）
渡邊　　凜（㈱デンソー福島）
佐久間珀亜（田村高校２年）
大桃ひなた（田村高校２年）
後藤　隼斗（三春中学校３年）
笹島　大我（三春中学校３年）
橋本　　翔（三春中学校３年）
吉村　天翔（三春中学校３年）
小針　蒼大（三春中学校２年）

渡邉　篤樹（三春中学校１年）
小野寺果子（三春中学校３年）
佐藤　愛美（三春中学校２年）
神山　真央（三春中学校２年）
小野寺佳音（三春中学校１年）
荒井こはる（三春中学校１年）
宮嶋　　蓮（岩江中学校３年）
寺島　大紀（岩江中学校３年）
志賀　凱一（岩江中学校２年）
神山　姫菜（岩江中学校３年）

区 距離
（㎞） 区　　　間（中継所名）

１
2
3
4
5
6
7
8
9
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12
13
14
15
16

4.0
8.2
5.8
7.3
6.4
8.3
5.4
4.1
3.0
9.3
3.9
7.0
4.8
5.7
3.4
8.4

白河市総合運動公園陸上競技場 ～ サンフレッシュ白河・大沼体育館前
サンフレッシュ白河・大沼体育館前 ～ 泉崎さつき公園前
泉崎さつき公園前 ～ 矢吹町役場内
矢吹町役場内 ～ 鏡石町・鳥見山陸上競技場内
鏡石町・鳥見山陸上競技場内～ 須賀川市役所内
須賀川市役所内 ～ 郡山市・ゼノアック 日本全薬工業㈱内
郡山市・ゼノアック 日本全薬工業㈱内 ～ 郡山市・宝来屋　郡山総合体育館前（中学生区間）
郡山市・宝来屋　郡山総合体育館前 ～ 郡山市・郡山北工業高校内（中学生区間）
郡山市・郡山北工業高校内 ～ 平成記念郡山 こどものもり公園入口前（中学生区間）
平成記念郡山 こどものもり公園入口前 ～ 本宮市・㈱白岩屋商店前
本宮市・㈱白岩屋商店前 ～ 大玉村・㈱イイジマ前
大玉村・㈱イイジマ前 ～ 二本松市役所内
二本松市役所内 ～ 二本松市・JAふくしま未来安達支店前
二本松市・JAふくしま未来安達支店前 ～ 福島市・松陵中学校前
福島市・松陵中学校前 ～ 福島大学入口
福島大学入口 ～ 福島県庁前
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備えていますか？住宅用火災警報器の設置は義務です！
火災を早期に発見し、大切な命を守る住宅用火災警報器。
ご自身と大切なご家族の命を守るために、必ず設置しましょう。
既に設置済みという方は、点検をお願いします。

全国の住宅用火災警報器の設置率が発表されました！

三春町高齢者等住宅用火災警報器購入費助成

○対象者：（１）三春町に住所を有し、個人の住宅を保有し、かつ、65歳以上の高齢者のみで、町民税が非課税で
　　　　　　　  ある世帯
　　　　　（２）身体障がい者手帳２級以上の交付を受けている者、療育手帳または精神障がい者保健福祉手帳１級
　　　　　　　  の交付を受けている方がいる世帯
　　　　　（３）身体障がい者手帳の交付を受けている者で、聴覚障がい者の方がいる世帯

○助成金：住宅用火災警報器の購入に要する額とし、3,000 円を限度とする。
○住警器：（１）住宅において火災により発生する煙を感知し、警報を発する装置であること。
　　　　　（２）10年以上電池交換を必要としないこと。
　　　　　（３）日本消防検定協会の検定マークが表示されていること。

○必要書類：申請書（町 HPよりダウンロードできます）、領収書原本（店名、品名の記載のあるもの）、品質保証書

※詳細については、町HPをご確認ください。

○設置支援のお知らせ
　高齢者等の世帯で、自分での設置が難しい場合は、地元消防団もしくは三春分署で設置に伺います。
　※住宅用火災警報器はご自身で用意していただくこととなります。

秋の火災予防運動
11月 9日（火）～15日（月）

「おうち時間」を火災予防に

▼問　総務課　自治防災グループ　☎ 62-1114
　　　　　　　　　　　三春分署　☎ 62-4049

設置率 条例適合率

%

三
春
町

全
　
国

三
春
町

全
　
国

86.6 83.1

46.0 68.0

条例適合率は全国平均を
22.0％下回っています。

条例適合率とは、すべて
の寝室と階段に設置され
ている住宅の割合です。

CHECK！CHECK！CHECK！

町HP

◆住宅防火いのちを守る 10のポイント◆
　 １．寝たばこは絶対にしない、させない。
　 ２．ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
　 ３．こんろを使うときは火のそばを離れない。
　 ４．コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
　 ５．火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。
　 ６．火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、 10 年を目安に交換する。
　 ７．火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具や衣類およびカーテンは、防炎品を使用する。
　 ８．火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
　 ９．お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
　10．防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。
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「三春城イラストコンテスト」作品を募集します
○募集テーマ
　わたしが想像する三春城

○募集するイラスト
　三春城を題材とした創作イラスト
　※全年齢対象です。
　※一人１作品まで応募可能です。

○応募方法・応募形式
　・規　格／ A4サイズ（用紙の種類は問いません。）
　　※紙媒体での応募となります。
　・提出先／応募用紙を添えて、下記応募先まで持参またはご郵送ください。
　　※ 持参の場合、役場庁舎１階窓口でも受付できます。
　・応募締切／ 12月 27日（月）必着

○受賞・賞品等について
　・最優秀賞　１点／３万円相当の賞品他
　・優 秀 賞　３点／１万円相当の賞品他
　・特 別 賞　数点／５千円相当の賞品他

○受賞作品発表
　受賞作品は、関連サイトに掲載します。

○応募作品の取り扱い
　応募作品の著作権、その他一切の権利は、三春町に帰属するものとします。
　※詳細は、「Find ！三春」ホームページをご覧ください。

▼問・応募　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 〒 963-7751　福島県田村郡三春町字北町10　　
  三春まちづくり公社（三春城イラストコンテスト係）
☎ 62-3690　　　　　　　　　　　　　　　　　  

紅葉のライトアップを実施します
　町内には、春の桜だけでなく、美しい紅葉を見ることができるスポットがあります。紅葉の時期に合わせてライ
トアップを実施します。昼間の鮮やかな紅葉もさることながら、明かりに照らしだされ、夜の闇に艶やかに浮かび
上がる紅葉を、ぜひ見に来てください。

◯場所　三春大神宮（三春町字馬場 48）・真照寺（三春町字新町 258）

◯日時　10月 23日から落葉まで
　　　　午後 5時～ 9時

▼問　（株）三春まちづくり公社　観光部　☎ 62-3690
三春大神宮 真照寺

【チラシ】

Find! 三春
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会計年度任用職員を募集します（事務補助員）
　町では、会計年度任用職員を募集します。募集内容
は次のとおりです。ご希望の方はお申し込みください。

○保険等の加入
　勤務日数・勤務時間により社会保険・労働保険に加入
○受付期間
　11月１日（月）～ 11月 30日（火）まで
　午前８時30分～午後５時　※土・日曜日、祝日を除く。
○応募方法
　三春町会計年度任用職員候補者登録書（町ホームペー
　ジまたは役場にて配布）に必要事項を記入し、持参
　いただくか郵送にてお送りください。提出書類は返
　却いたしません。あらかじめご了承ください。

▼問・受付　　　　　　　　　　　　　　　　
　総務課　庶務グループ　　　　　　　　　　
　（役場庁舎２階　☎ 62-2111）　　　　　　

パラリンピック　銅メダルを展示します！
　東京パラリンピック車いすラグビー日本代表の橋本勝也選手が獲得

した銅メダルが下記の日程で展示されます。

◯日程：11月３日（水・祝）～ 11月６日（土）
◯時間：午前９時～午後 3時
　　　　※ 11月 3日は、午前 9時～正午

◯場所：三春交流館『まほら』　
　９月 14 日に、三春交流館『まほら』で開催された近内三孝選手・

橋本勝也選手東京 2020 オリンピック・パラリンピック出場報告会の

ようすは、町公式チャンネルにアップしています。

　こちらのＱＲから動画視聴できます。

令和３年度国際消防救助隊教養訓練が行われました
　10月 13 日・14 日の 2日間にわたり、郡山地方広域消防組合で国際消防救助隊（IRT）に所属している隊員を

中心に、役場旧庁舎を利用した破壊訓練・捜索救助訓練を行いました。

国際消防救助隊
（IRT：International Rescue Team 
of Japan Fire）とは～
海外で大規模災害が発生した際に、登録さ
れた各消防本部の救助隊員から編成され、
国際緊急援助隊（JDR：Japan Disaster 
Relief Team）救助チームの一員として被
災地に派遣され救助活動を行う部隊です。

床を破壊しているようす要救助者を救助しているようす

▼事務補助員

※町規程により通勤費用を支給します。

事務補助員
917円～945円
確定申告補助および通常業務補助
・データ入力作業
・書類整理、ファイリング
・電話対応
・その他、職員指示による付随業務

通常勤務：三春町役場税務会計課（三春町字大町１-２）
申告期間：三春町役場２階申告会場（大会議室ほか）
令和４年１月５日（水）～令和４年３月31日（木）
令和４年２月16日（水）～令和４年３月15日（火）
月曜日から金曜日まで
午前８時30分～午後４時30分（休憩１時間）
週休２日（土日祝日休み）
３名

職 　 種

仕事の内容

報酬（時給）

勤 務 地

雇 用 期 間
申 告 期 間

勤 務 時 間

休 　 日
募 集 人 数

町公式チャンネル

町HP
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☎

町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News
　日本国内のインフルエンザワクチンの製造が前年度の 60％程度となっており、
供給量が少なくなります。当院では定期的に受診するかかりつけ患者さんおよび、
三春町民を対象に11月1日（月）午前9時よりインフルエンザワクチンの電話予約
を開始します。供給量に到達次第、受付終了しますのでご了承ください。

予約受付電話番号：73-8155

インフルエンザワクチンについて

☎ ☎

オレンジカフェ☆さくら　（毎月1回木曜日開催）
　認知症の方やそのご家族、地域の方の交流の場です。
　健康な生活のためのミニ講座や頭と体の健康体操を行っていますので、ぜひご参加ください。
▶　会場：三春町保健センター　参加費（お茶・お菓子代）：100 円
▶　日時：11月 4日（木）　午前 10時～ 11時 30分
▶　内容：健康体操、健康講座「認知症予防（運動・食べ物・脳トレ）」

※当日参加も受付けております。
※医療・介護・福祉に関するご相談に専門スタッフが対応します。
※新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、中止や変更となる場合があり
　ますので、三春病院ホームページをご覧ください。

▼問・申込　☎ 73-8180（総合相談課）

美味しいものいろいろ出店します♪
健康啓発コーナーもありますのでぜひ来院ください！

11時～13時  三春病院正面玄関前

11/24（水）さくらマルシェ開催

健康啓発コーナー
　・ACP「人生会議」もしバナゲーム体験コーナー 
　・乳がん啓発ピンクリボンコーナー
　・管理栄養士特製健康レシピ配布
　・体力測定コーナー　など

出店：
　・カフェブリキイヌ（コーヒー、スイーツなど） 
　・さくら工房（おこわ、いなり寿司、季節のお惣菜、シフォンケーキなど）
　・売店みはる（ご当地パンなど）
　・caféきらら（フランクフルト、クッキー、手芸品など）
　・キッチンほしくま（お弁当）、野菜販売　など

今年度の
さくらマルシェは
11月が最後
となります。



7
広報みはる
令和３年 11月号

広報みはる
令和３年 11月号

　
「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」
に
出
場
し
た
、近
内
三
孝
選
手
（
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
67
㎏
級
７
位
入
賞
）
と

橋
本
勝
也
選
手
（
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
銅
メ
ダ

ル
）
が
凱
旋
し
ま
し
た
！
直
接
生
徒
や
先
生

方
は
お
話
を
伺
い
、
テ
レ
ビ
や
報
道
だ
け
で
は

わ
か
ら
な
い
貴
重
な
内
部
の
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。（
両
名
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
よ
う

す
を
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

９
月
14
日
に
は
近
内
選
手
の
母
校
で
あ
る

中
郷
小
学
校
で
報
告
会
が
行
わ
れ
、
本
校
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
の
顧
問
で
あ
る
小
野

寺
先
生
と
生
徒
５
名
も
参
加
し
、
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
の

体
育
館
ス
テ
ー
ジ
に
会
場
を
設
営
し
、
小
野

寺
先
生
の
司
会
に
よ
り
本
番
さ
な
が
ら
の
試

技
を
披
露
す
る
と
、
児
童
達
は
そ
の
迫
力
に

目
を
丸
く
し
て
驚
い
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
児

童
か
ら
の
質
問
に
対
し
、
強
く
な
る
た
め
に

は
好
き
嫌
い
無
く
色
ん
な
食
べ
物
を
食
べ
る
事

や
、
小
さ
い
頃
か
ら
色
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

み
経
験
を
重
ね
る
事
が
大
切
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
、「
夢
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
日
の
午
後
４
時
30
分
か
ら
は
出
場
報
告

会
が
三
春
町
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
近
内
・
橋
本
両
選
手
か
ら
大
会

報
告
と
今
後
の
抱
負
が
語
ら
れ
、
尾
形
校
長

が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

も
激
励
金
を
贈
呈
し
、
生
徒
会
と
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
が
作
成
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ビ

デ
オ
も
放
映
さ
れ
大
変
好
評
で
し
た
。
参
加

し
た
生
徒
達
は
間
近
で
両
選
手
と
記
念
撮
影

や
、
歓
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
更
に
は

実
際
に
メ
ダ
ル
も
手
に
と
っ
て
見
せ
て
い
た
だ

く
貴
重
な
経
験
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

帰
郷
し
て
か
ら

も
忙
し
い
日
々
が

続
き
、
疲
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
生
徒
達
の
質

問
に
対
し
一
つ
一
つ
丁
寧
に
応
対
す
る
姿
に
は

頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

　

２
人
は
３
年
後
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
る
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
い
と
頼
も
し
い
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
田
村
高
校
は
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
続

け
る
と
と
も
に
憧
れ
の
先
輩
達
の
背
中
を
追
い

続
け
ま
す
！

　

ま
た
、
９
月
28
日
に
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖

火
リ
レ
ー
で
実
際
に
使
用
さ
れ
た
ト
ー
チ
を

校
内
に
展
示
し
、
生
徒
達
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
開
催

が
１
年
延
期
さ
れ
、体
調
管
理
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
維
持
が
難
し
い
状
況
だ
っ
た
に
も
係
わ
ら

ず
、
本
校
同
窓
生
が
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
同
時
出
場
」
と
い
う
歴
史
的
に
名

を
残
す
偉
業
を
達
成
し
て
く
れ
た
事
に
対
し
、

あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、
ま
も
な

く
迎
え
る
創
立
１
０
０
周
年
に
華
を
添
え
て
い

た
だ
い
た
事
に
対
し
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
三
春
町
の
皆
様
に
は
昨
年
度
の
後
援

会
の
発
足
か
ら
、
応
援
に
関
す
る
様
々
な
取
り

組
み
に
対
し
て
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
事
に
対
し
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
も
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
「
進

取
・
自
律
・
友
愛
」
の
校
訓
の
も
と
歴
史
と
伝

統
を
誇
る
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
と
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

後
も
継
続
的
に
実
施
し
、
魅
力
あ
る
授
業
作

り
に
邁
進
し
ま
す
。

　

教
育
実
習
が
行
わ
れ
、
本
校
卒
業
生
５
名

が
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
１
学
期
に
は
５
名

の
女
子
実
習
生
が
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

今
回
は
全
員
男
子
実
習
生
で
し
た
。
最
初
は

緊
張
し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、
徐
々
に
培
っ
た

経
験
と
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
個
性
が
生
か
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
生
徒
達
も
兄
貴
の
よ
う
な
存

在
と
し
て
頼
り
に
し
て
い
る
よ
う
す
で
し
た
。

　

今
回
の
経
験
を
生
か

し
て
、
社
会
人
と
し
て

逞
し
く
な
っ
た
姿
で
再

び
会
え
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　

田
村
高
校
は
応
援
し

続
け
ま
す
。

　

９
月
13
日
、
３
年
生
の
就
職
希
望
者
を
対
象

に
就
職
試
験
受
験
者
激
励
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

尾
形
校
長
か
ら
の
激
励
の
言
葉
に
背
中
を

押
さ
れ
た
あ
と
、
３
学
年
主
任
の
橋
本
敦
子

先
生
、
進
路
指
導
主
任
の
羽
田
孝
明
先
生
か

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
思
い
が
込
め
ら
れ
た
力
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
松
本
き
ら
り
さ
ん
（
３

年
４
組
）
が
激
励
会
開
催
へ
の
お
礼
と
内
定

獲
得
へ
の
決
意
を
述
べ
、
会
恒
例
の
内
定
祈
願

で
は
武
田
瑠
美
さ
ん
（
３
年
３
組
）
と
奥
山

海
翔
さ
ん
（
３
年
５
組
）
が

「
だ
る
ま
の
目
入
れ
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

心
身
と
も
に
万
全
の
状

態
で
試
験
に
臨
み
、
進
路

実
現
を
果
た
せ
る
よ
う
全

力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

今
年
度
第
４
回
目
と
な
る
授
業
研
究
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
は
保
健
体
育
科
で
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
顧
問
の
吉
田
圭
吾
先
生
が
「
結
婚

生
活
と
健
康
」
に
つ
い
て
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
達
は
興
味
深
く
将
来
に
つ
い
て
考
え
て
い

る
よ
う
す
で
し
た
。
授
業
研
究
も
４
回
目
を

迎
え
、
生
徒
達
を
見
る
目
や
観
察
す
る
目
も

豊
か
に
な
り
、
授
業
後
は
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
様
々
な
角
度
か
ら
授
業
充
実
の
重

要
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

☎

◆
近
内
三
孝
君
・
橋
本
勝
也
君

　
凱
旋
！

◆
第
４
回
授
業
研
究
を
開
催

◆
教
育
実
習

◆
就
職
試
験
受
験
者
激
励
会

近内選手を囲んで

橋本選手を囲んで

橋本選手と生徒の懇談のようす

聖火トーチと記念撮影

近内三孝選手による中郷小学校での報告会のようす

近内選手によるデモンストレーション

ウエイトリフティング部の紹介 中郷小学校児童による実演
パネルと聖火トーチ
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☎

コミュタン福島　11月イベント情報
◆３日（水）・６日（土）・７日（日）　 芳香剤をつくろう！
◆13日（土）・14日（日）　　 風力発電を体験しよう！
　　　　　　　　　　　　　 　放射線オリエンテーリング
◆20日（土）　第５回福島県環境創造シンポジウム わたしたちのミライ
　　　　　　　PROJECT
◆21日（日）・23日（火）　　引きあって宙に浮く不思議な形をつくろう！
　　　　　　　　　　　　　　 ロボットプログラミングライントレースしてみよう！
◆27日（土）・28日（日）　　ろうそく船をつくろう！

◆環境創造シアター国立科学博物館番組上映　宇宙138億年の旅、海の食物連鎖（土日祝日のみ）

※　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、急遽イベントを中止することがありますので、予め
　　ご了承ください。詳しくはホームページ上（https://com-fukushima.jp/）で周知させていただきます。
※　環境創造シアターは、入館者間の距離を確保するため、最大入場者数を制限させていただいております。
※　赤外線放射温度計による検温スクリーニングにご協力ください。また、館内ではマスクを着用ください。

の新たな楽しみ方をご紹介します！

　コミュタン福島では通常の展示室見学だけでなく、実験や工作などの体験研修プログラム
　を組み合わせた 90分程度の「コミュタン学びのツアー」をご用意しています。
　大人から子どもまで幅広い来館者層に対応した学習ツアーです。
　コミュタン福島を存分に楽しんでください！
【対　　　象】　高校生、大学生、一般の 20名程度までの団体
【予 約 方 法】　コースをご確認の上、2週間前を目安にご予約ください。（☎ 61-5721）
【コース内容】

○見学だけでなく体験もできる欲張りツアー！

触れる地球 エコかるた環境創造ラボ 紙すき体験

見える化ウォール 霧箱観察

①放射線測定コース
～放射線ってなに？～

福島県の放射線被害状況に興味のある方向け

あゆみシアター 放射線測定体験

②霧箱観察作成コース
～放射線ってなに？ Part 2～

③環境にやさしい生活コース
～リサイクルしよう！～

④宇宙から地球を眺めるコース
～ストップ！地球温暖化～

目に見えない放射線を霧箱で見たい方向け

震災後の環境に興味のある方向け 気温上昇と私たちの生活に関心のある方向け
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　去る 9月 28日に宮城県岩沼市に行って参りました。
岩沼は、愛姫の遺言により孫の宗良が田村家を再興し、1662 年大名として伊達家から分け与えら
れた領地です（3万石）。約 20年間、田村家は岩沼藩主を務め 1681 年に一関藩に移されて一関
田村家が誕生しました。
　おととし、「田村の殿様が一関の初代藩主として来た経緯は、岩沼を抜きには語れない」と、三
春町の姉妹都市である一関市勝部市長が呼びかけ連携を検討して来ましたが、岩沼市が 11月に市
制 50周年を迎えることから、今回、3自治体の首長が岩沼市に集合し、岩沼市菊地市長とともに
来年 4月開館予定の「市西部地区防災コミュニティセンター ( 仮称）」に滝桜の苗を植樹し、今後
も交流を続けることを確認して参りました。
　また、同市内の竹駒神社境内には、平成 10年に参拝記念として三春から送られたという滝桜の
子孫木が立派に生長しておりました。
　岩沼市までは片道 120 ㎞ありますが、高速道経由だと 1時間半から 2時間程度で行くことがで
きます。
　一関市長、岩沼市長ご両名から「本家の三春」と持ち上げられ、恐縮しながら帰町いたしました。

田村家が取り持つ岩沼市とのご縁

食品等の放射性物質（セシウム）検査結果をお知らせします
三春の里ベクレルセンター（令和 3年 7月 1日から令和 3年 9月 30日までの測定結果）

○三春の里ベクレルセンターは、公的認証機関ではないため、簡易検査として実施しています。
　測定結果は、あくまでも参考であり、これを出荷および摂取制限等の根拠とするものではありません。
○測定結果は町で記録・公表するほか、放射線対策のため国・県に提供します。
○これらの検体は、個人が自家用に使用するためのものであり、産地も必ずしも三春町であるとは限りません。
　農家が生産し出荷している農産物は、県のモニタリング調査で管理されており、基準値を超えるものが流通・販
　売されることはありません。

一般食品の基準値 :100 ベクレル /kg（平成 24年 4月 1日から）

※検出限界値 20ベクレル /kg 未満
○食品中の放射性物質の傾向
　・山菜やきのこを除いて、ほとんどのものが 20ベクレル /kg（検出限界値）未満です。
　・きのこ類では、野生きのこが基準値を超えていることが多いです。
　・一般食品の基準値は 100 ベクレル /kg です。基準値を超えるものは摂食を控えた方が良いでしょう。

▼問　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147

区　分 例　示

合　　計

最大値
（ベクレル/kg）

検体数（件）
総検体数
183
5
0

2

1
27
1
1
220

183
5
0

0

1
27
1
1
218

0
0
0

2

0
0
0
0
2

※
※
※

7869（コウタケ）

※
※
※
※

100ベクレル以下のもの 100ベクレルを超えたもの
野　菜
豆　類
山　菜

きのこ

穀　類
果　実
加工食品
その他

大根、白菜、里芋、小松菜、カボチャ、キャ
ベツ、ネギ、ブロッコリー、ホウレンソウ等…

サクラシメジ、ヒラタケ、シイタケ、ホウキ
タケ、コウタケ、マツタケ、シロシメジ、チャ
シメジ、ナメコ等…

枝豆、ささぎ豆、黒豆、大豆、小豆等…

玄米、白米、小麦粉等…
キウイフルーツ等…
干柿、梅干等…
猪肉等…

フキノトウ等…
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このコーナーでは、最近行われた
行事や三春ならではのアツい話題
などをピックアップしてお伝えし
ています。

　9月 21日、さくら湖流域協働ネットワーク会員の皆さん（10 名）は、郡山市出身の俳優鈴木文健さん、箭内夢菜
さんと一緒にさくら湖周辺のゴミ拾いを行い、約 16.4kg のゴミを回収しました。
　このようすは、10 月 4 日に福島中央テレビゴジテレ Chu!「ブンケン歩いて（希望のカケラ）ゴミ拾いの旅」で
放送されました。
　さくら湖周辺に限らずゴミのポイ捨てや不法投棄を行わないようにし、きれいな三春町をつくりましょう。

　９月 27日、第１保育所にて交通安全教室が開かれました。

　来年４月から小学生になる年

長児を中心に、三春町交通教

育専門員の方々から指導を受

け、通学の練習として実際に横

断歩道や道路を歩きました。

　また、当日は「こまりん」

も駆けつけ、園児たちは大喜

びでした。

▼問　総務課　自治防災グループ　☎ 62-1114

さくら湖流域協働ネットワークの活動のようすがテレビで放送されました

第１保育所にて交通安全教室が開かれました

ゴミ拾いのようす 鈴木文健さん（左端）、箭内夢菜さん（左から6人目）と
さくら湖流域協働ネットワークの皆さん

　三春町教育委員会委員の渡辺勉氏が９月 30日で退任され、菊地和裕
氏が 10 月１日から就任されました。菊地委員の任期は令和７年９月
30日までです。三春町教育委員会の新体制は次のとおりです。
○三春町教育委員会委員構成
　教育長　添田直彦（郡山市）
　教育長職務代理者　太田文枝（桜ケ丘）
　委　員　宗像俊樹（一本松）
　委　員　宮田美穂（御免町）
　委　員　菊地和裕（実沢）

▼問　教育課　教育総務グループ　☎ 62-6310　FAX62-6000

町教育委員会新体制

新任の菊地和裕委員
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　10月３日に二本松市のあだたら遊歩道にて、新型コロナウイルス感染症
対策を行ったうえで町民トレッキング教室を開催しました。
　当日は気持ちの良い秋晴れのトレッキング日和となり、自然豊かな遊歩道
を気持ちよく歩くことが出来ました。
　参加者の皆さんは、あだたら遊歩道の深緑の木々や渓流と迫力のある滝
の景色を楽しみました。
　皆さんのおかげで、事故無く無事にトレッキング教室を終えることが出来
ました。

　10月３日、第 30回福島県市町村ゲートボール大会が県内 20市町村の参加で開催され、平成会チーム（沢石）
が三春町代表として出場しました。
　４チームによる予選リーグ（上位２チームが決勝トーナメント進出）が行われ、平成会チームは、１勝２敗で３
チームが並ぶ激戦の中、得失点差により惜しくもリーグ３位でした。
○三春町代表選手
　平成会チーム（沢石）
　　佐久間　惟太、佐久間　キミ、佐久間　努、吉田　信子、
　　岩崎　京子
　　※５月 12 日の第 37 回三春町長杯ゲートボール大会の
　　　優勝チーム
○大会結果
　１試合目　〇 15－ 10下郷町
　２試合目　×  ８－ 15西会津町
　３試合目　×  ９－ 19二本松市

第 30回福島県市町村ゲートボール大会

　第15回市町村対抗福島県軟式野球大会に出場した三春町チームは、9月12日の１回戦で飯舘村チームと対戦しまし

た。試合では、三春町チームが４点を先制しましたが、両チームの力が拮抗する接戦の末、惜しくも4対5で敗退しました。

　三春町チームへのご声援ありがとうご

ざいました。また、三春町選手団の皆

さんお疲れさまでした。

第 15回市町村対抗福島県軟式野球大会　三春町チーム健闘

軟式野球三春町選手団の皆さん 試合中の三春町チームベンチのようす

町民トレッキング教室を開催しました

田村地方統計協会長表彰を受賞

　平野勝久様（桜ヶ丘）、桑原定男様（下舞木）、渡邉由和様（南成田）

が令和 3年度田村地方統計協会長表彰を受賞され、9月 29日に三春

町役場にて表彰伝達が行われました。この表彰は、三春町の統計調

査事務に５年以上従事し、特に成績優秀と認められた方に贈られる

ものです。受賞おめでとうございます。
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　10月 16 日に「体験！ニュースポーツ・レクリエーション in 三春町民

第 2体育館（体験会）」が三春町民第２体育館で開催されました。

　この体験会は「ボッチャ」「公式ワナゲ」「ラダーゲッター」「ディスゲッ

ター」の 4つの種目を順番に体験するもので、参加者は用具の説明を受け、

楽しく体験を行いました。

　体験会で使用された 4種目の用具については、三春町民体育館で申し

込みをすることで町民体育館や体育館以外の場所で使用することが出来

ます。ぜひ、ご活用ください。

▼問　生涯学習課　社会体育グループ　☎ 62-3837

全国大会に出場する選手へ激励金をお渡ししました明治安田生命保険相互会社郡山支社様より
ご寄附をいただきました 　10月13日、「ＪＯＣジュニアオリンピックカップ第52回

Ｕ１６陸上競技大会激励金交付式について」へ出場する三
春中学校３年生の大石田　青空さん（陸上部 走り幅跳び）
が三春町役場を訪れ、
全国大会への出場報
告を行いました。
　また、全国大会に
おける活躍を期待し、
町長から激励金が手
渡されました。

　10 月 20 日、明治安田生命保険相互会社 郡山支社
支社長 大杉直様が三春町役場に来庁し、一般寄附とし
て 21万 6,500 円のご寄附をいただきました。

寄附目録贈呈のようす

ボッチャ体験のようす

公式ワナゲ体験のようす

左から順に三春中学校　堂山校長、
添田教育長、大石田青空さん、坂本町長

「体験！ニュースポーツ・レクリエーション in三春町民第 2体育館（体験会）」が
三春町民第 2体育館で開催されました

ヤマト運輸株式会社と地域包括連携協定を締結しました

明治安田生命保険相互会社と包括連携協定を締結しました

　10月 20 日、町とヤマト運輸株式会社は、「安全・安心な地域づくり」
や「地域活性化」、「災害対策」、「環境維持・保全」、「地域福祉の向上」、「教
育支援」などによる相互の連携を目的とする地域包括連携協定を締結し
ました。
　今後、同協定に基づき、ヤマト配送便を活用した町のＰＲ事業を展開
していく予定です。

　10 月 20 日、町と明治安田生命保険相互株式会社は、健康づくりやがん対策、

高齢者等の見守り活動および高齢者・障がい者支援などによる相互の連携を目的

とする包括連携協定を締結しました。

　今後、同協定に基づき、健康づくり推進事業や高齢者の見守り事業を展開して

いく予定です。
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主 な 施 設 の 休 館 日
▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

延　長　業　務
▶

▶

三春交流館運営協会自主事業

　３年ぶりの本格的なニューイヤーコンサート。また、日本フィルによる
ニューイヤーコンサートは 2014 年と 2016 年に実施して以来、久しぶりの
開催となります。今回は、新進気鋭の指揮者：坂入健司郎氏の渾身のタクト
による熱演を存分にお楽しみください。

○開催日時　令和 4年１月 10日（月・祝）　午後 3時開演（午後 2時開場）

○前売り券　全席指定　一般 5,000 円　高校生以下 2,000 円
※当日券は 500 円増となります。前売券完売の場合、当日券はございません。

○チケット発売開始
　窓口販売：11月 17日（水）午後 3時から
　電話予約：11月 18日（木）午前 10時から

※新型コロナウイルス感染症拡大予防ガイド
　ラインに基づいて開催します。

▼問　三春交流館「まほら」　☎ 62 - 3837

三春滝桜天然記念物指定100年記念事業
コミュニティ助成事業
「まほら」ニューイヤーコンサート2022
演奏：日本フィルハーモニー交響楽団　指揮：坂入健司郎

自然観察ステーション 11月のイベント情報

☎

※星を見る会については、天候不良（曇天、風雨、雷など）の時は中止となる
　場合があります。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、各イベントは中止となる場合が
　ございますので、詳細はお問い合わせください。
※参加を希望される方は実施日の1週間前までにお申し込みください。

　秋の天体の観察をします。
▶ 日　　時　 11月 12日（金）・20日（土）　午後7時～9時
▶ 集合場所　 ステーション天文台
▶ 参 加 費　 大人 200 円・子ども 100 円

★ 星を見る会（事前申込制）

★ つるクラフト教室（事前申込制）
　大人は、ブドウづるでカゴなどを編みます。
　子供は、アケビづるでリース作りをします。
▶ 日　　時　 11 月 20 日（土）午前9時 30分～正午
▶ 集合場所　 ステーション研修室
▶ 持 参 品　 あれば剪定ばさみ
▶ 参 加 費　 大人　材料費　実費負担（1,200 円程度）　子ども 100 円

　葉脈を使用したしおりなどを作ります。
▶ 日　　時　 11月 27日（土）　午前9時 30分～正午
▶ 集合場所　 ステーション研修室
▶ 参 加 費　 300 円

★ 葉脈作り（事前申込制）

指揮：坂入健司郎
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M-NAVI 交流館NEWS
11月のイベント情報

☎

生涯学習活動の更なる発展を目的に三春町文化祭を開催し
ます。新型コロナウイルス感染症対策を講じながら約20の
参加団体の日頃の活動成果を発表します。ぜひお越しくだ
さい。詳細についてはパンフレットをご覧ください。

14:00～16:00
まほらホール　要事前申込

三春町伝統文化公演　　  　        　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 【三春交流館運営協会:62-3837】

11月／
14日（日）

開演14:00～（開場13:00）
まほらホール
指定席　無料

三春交流館「まほら」

斎藤地区の斎藤太々神楽保存会、上舞木地区の上舞木御神
楽講保存会の皆さんによる太々神楽が披露されます。座席指
定券が必要になりますのでまほらまでお求めください。

三春磐州市「収穫市」　　  　        　　　　　　　　　 　　　　　  【三春磐州市実行委員会（橋本紀子）:62-5757】
11月／
20日（土）

11月／
20日（土）

11:00～13:00
交流広場

地元の農産物や商店の特売品など、いろいろなお店が出ま
すので、ぜひお越しください。

健康づくり講演会　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【申込・問：保健福祉課保健医療グループ：62-5110】

11月／
11日（木）

10:30～正午
まほらホール
入場無料
自由席

会津大学短期大学部食物栄養学科教授、福島県栄養士会会
長の鈴木秀子氏による食生活をとおして元気にイキイキ生き
るための健康づくり講演会を行います。演題は「人生100年時
代を元気にすごすための食生活」です。ぜひご参加ください。

令和３年度三春町文化祭　　　　　　　　　　　　　　　　  　　   　　　【三春交流館「まほら」:62-3837】

10月／16日（土）～
11月／ 7日（日）

地域学校協働に関する内容について、学校教育を専門とする国
立教育研究所の橋本洋光氏を招いて研修会を開催します。

学校を核とした地域づくり研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【三春交流館「まほら」:62-3837】

まほらミュージックプロジェクト事業第５弾
「真灯かなた　ゴーゴージャズオーケストラ

クリスマスコンサート」開催
　12月 11 日（土）に元宝塚歌劇団の真灯かなたさんと三春町で活動されているゴーゴージャズオーケストラに
よるコンサートを行います。元タカラジェンヌの真灯さんは「studio REBORN」の代表、「音楽劇団 REBORN」の
主宰として活躍されており、生徒参加型リボーンでは福島の活性化のためご当地の民話や昔話を題材にした公演が
行われています。またゴーゴージャズオーケストラは今年で結成 18周年となり、町内で行われる三春秋まつりや
岩江地区の花と音楽祭などで幅広く活動されています。まほらホールに響き渡る音楽で少し早めのクリスマスをぜ
ひお楽しみください。

○開催日時
　12月 11日（土）開演：午後 6時
　（開場：午後 5時 30分）
○会　場
　三春交流館「まほら」まほらホール
○入場料　無料
○座　席　全席自由席
○その他
　感染症対策のためご来場の方は事前に①お名前、②電話番号、③参加人数を三春交流館「まほら」まで電話
　（0247-62-3837）、FAX（0247-62-4727）、メール（koryukan@town.miharu.fukushima.jp）のいずれかにてご
　連絡ください。

▼問　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

ゴーゴージャズオーケストラ真灯かなた
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趣
味
・
教
養

〈町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026〉
対　象行　事 日　時 場　所

11月9日（火）
午前11時～11時30分絵本とわらべ唄 乳幼児と保護者、妊婦 町民図書館

〈子育て支援課　☎ 62-0055　FAX62-3232〉

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所 内容（持参物）

3～4か月児 令和3年7月11日
～8月10日生まれ

母子手帳、問診票、子どもノート、大きめ
のバスタオル

11月16日（火）
個別に案内 三春町保健センター

9～10か月児 母子手帳、問診票、大きめのバスタオル令和3年1月1日
～1月31日生まれ

11月24日（水）
個別に案内 町立三春病院

1歳6か月児
母子手帳、問診票、大きめのバスタオル、
タオル、歯ブラシ、仕上げ磨き用歯ブラシ、
コップ

令和2年4月2日
～4月30日生まれ

11月18日（木）
個別に案内 三春町保健センター

3歳6か月児
母子手帳、問診票、尿、大きめのバス
タオル、タオル、歯ブラシ、仕上げ磨き
用歯ブラシ、コップ

平成30年5月1日
～5月31日生まれ

11月17日（水）
個別に案内 三春町保健センター

　※今後の新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により変更になる場合があります。

図書館・子育て支援センター・子育て支援課の今月の行事をお知らせします

〈子育て支援センター　☎ 62-0555〉
★開館日 : 火曜日～金曜日
★利用時間 : 午前 9時～午後4時 30分
★土曜日の自由来館については、子育て支援センターにお問い合わせください。

行　事 日　時 場　所 内　容

就学前の11月生まれ
のお子さんと保護者

内　容：手作りの誕生カードを準備していますので、身長・体重を
　　　 記入したり、手形を押したりして仕上げていきます。
　　　 ※当日、参加できなくても誕生カードを差し上げますので
　　　 予約をお願いします。

お誕生会
11月生まれ（要予約）

11月25日（木）
午前11時30分～
11時45分
申込期限11月18日（木）

0歳～1歳位までの
お子さんと保護者

内　容：体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの
　　　 時間を持ってみませんか。離乳食講座の時間があります。
　　　 栄養士さんから具体的に話が聞けます。
持ち物：母子手帳・バスタオルをご持参ください。

のびのびの日 11月26日（金）
午前10時～正午

子育て
支援センター

内　容：保育士と一緒にふれあい遊びやお話を楽しむ時間です。おはなし“あのね” 11月4日（木）午前11時30分から
就学前のお子さん
と保護者

内　容：季節のせいさくを親子で自由につくって持ち帰ります。たのしいせいさく 11月19日（金） 就学前のお子さん
と保護者

内　容：図書館のスタッフがきて楽しいお話をします。出前おはなし会
11月17日（水）
午前11時～
11時15分

就学前のお子さん
と保護者

内　容：運動指導士の方と一緒に親子で楽しく体を使った遊びを
　　　 します。
持ち物：水分補給のため、水またはお茶をご持参ください。

おやこ運動遊び教室
11月10日（水）
10時15分～11時30分
申込期限11月4日（木）

1歳～3歳までの
お子さんと保護者

子
ど
も
・
親
子
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す

〜
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）「
だ
れ
か
」

じ
ゃ
な
く
て
「
あ
な
た
」
か
ら
〜

（
令
和
３
年
度
「
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
」
標
語
（
最
優
秀
作
品
））

　
○「
し
つ
け
」と「
虐
待
」の
違
い
は
？

　
「
し
つ
け
」
と
は
、
基
本
的
な

生
活
習
慣
や
社
会
の
ル
ー
ル
、
良

好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を

身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け

る
こ
と
で
す
。
一
方
「
虐
待
」
と

は
、
理
由
に
か
か
わ
ら
ず
、
身
体

的
な
暴
力
、
言
葉
に
よ
る
威
圧
に

よ
っ
て
子
ど
も
を
傷
つ
け
る
行
為

で
す
。
保
護
者
に
と
っ
て
は
し
つ

け
で
も
、
子
ど
も
に
と
っ
て
有
害

な
ら
虐
待
に
な
り
ま
す
。

▼
問
・
申
込

　

子
育
て
支
援
課

　

母
子
健
康
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

　

℻
62
‐
３
２
３
２

「
ま
ま
カ
フ
ェ
み
は
る
」

実
施
の
お
知
ら
せ

　

三
春
町
で
出
産
、
子

育
て
を
し
て
い
く
マ
マ
た
ち
の
出

会
い
と
ふ
れ
あ
い
の
カ
フ
ェ
で

す
。
自
由
に
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

気
持
ち
で
、
助
産
師
や
保
健
師
に

相
談
を
し
た
り
、
同
じ
子
育
て
を

し
て
い
る
方
と
お
話
を
し
ま
せ
ん

か
？
参
加
は
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◯
対
象 
現
在
妊
娠
中
の
方

　
　
　

 

産
後
１
年
以
内
の
マ
マ

　
　
　

 

お
よ
び
対
象
者
の
ご
家
族

◯
内
容

　

・
産
前
・
産
後
の
健
康
相
談

　

・
乳
房
ケ
ア
、
授
乳
に
つ
い
て
の

　
　

相
談

　

・
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
・
身
長
の

　
　

発
育
確
認

　

・
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
や
子
育
て
に

　
　

つ
い
て
の
相
談

　

・
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い

　
　

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

◯
日
時 

11
月
11
日
（
木
）

　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◯
場
所 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

◯
持
っ
て
来
る
物

　

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
粉

　

ミ
ル
ク
や
お
む
つ
等
の
赤
ち
ゃ

　

ん
に
必
要
な
物

○
ス
タ
ッ
フ

　

助
産
師
、
保
健
師
、
保
育
士

○
そ
の
他 

参
加
は
無
料
で
す
。

　

参
加
す
る
場
合
は
、
11
月
９
日

　
（
火
）
ま
で
に
子
育
て
支
援
課
へ

　

電
話
か
子
育
て
ア
プ
リ
「
母
子

　

モ
」
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
り
中
止

　

や
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。
ア
プ
リ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

子
育
て
支
援
課

　

母
子
健
康
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

プ
レ
マ
マ
パ
パ
カ
フ
ェ

　

こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る
赤
ち
ゃ
ん
と

の
暮
ら
し
。「
楽
し
い
」も
た
く
さ
ん

あ
る
け
ど
、「
ど
う
し
よ
う
」も
は
じ

ま
り
ま
す
。出
産
・
育
児
に
関
す
る
知

識
を
身
に
着
け
、安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん

を
お
家
に
迎
え
入
れ
る
た
め
の
準
備

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
こ
の
教
室
で

は
、助
産
師
の
講
話
を
き
け
た
り
、子

育
て
に
必
要
な
手
技
も
学
べ
ま
す
。ぜ

ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

子
育
て
相
談
日
の
お
知
ら
せ

　

子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
や
子
育

て
に
関
す
る
悩
み
等
を
、
専
門
家

に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
相
談
日
の
２
日

前
ま
で
（
休
日
の
場
合
は
そ
の
前

日
ま
で
）
に
子
育
て
支
援
課
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
、

完
全
予
約
制
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

　

ま
ず
は
、
お
気
軽
に
保
健
師
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日
時

○
場
所

　

役
場
庁
舎
１
階　

相
談
室

○
お
願
い

 

・
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

・
予
約
日
の
過
去
２
週
間
以
内
に

　

感
染
拡
大
地
域
に
滞
在
し
た
場

　

合
や
、発
熱
、喉
の
痛
み
、頭
痛
、

　

下
痢
、
嘔
吐
な
ど
体
調
不
良
の

　

あ
る
場
合
は
、
来
所
前
に
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
・
親
子

○
対
象
者

　

妊
娠
中
の
マ
マ
と
そ
の
パ
パ

○
参
加
費　
無
料

○
会
場

　

三
春
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

１
階
ホ
ー
ル

▼
申
込

　

子
育
て
支
援
課

　

母
子
保
健
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

　

各
開
催
日
の
10
日
前
ま
で
に
電

　

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
申
請
受
付

中
で
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、

そ
の
実
情
を
踏
ま
え
た
生
活
支
援

を
行
う
観
点
か
ら
、
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
の
支
給
事
業

公認心理師

① 9:10～10：10
②10:30～11：30

久保木優紀先生12月17日㈮

①13:10～14：10
②14:30～15：30

横山美香先生12月 2日㈭

① 9:10～10：10
②10:30～11：30

久保木優紀先生11月16日㈫

開催日

 ・病院の産婦人科で実際
　に働いている助産師の
　講話をきいて、抱き方、
　おむつ交換、授乳、沐
　浴について学べます！
 ・町内の妊婦さんとも交
　流できる機会です！

日　時

第1回 11月26日（金）13：30～15：00

12月24日（金）
13：30～15：00

1月28日（金）
13：30～15：00

～お産準備編～
助産師の講話「お産のすすみ方」
病院へ電話するタイミング、パパ
の役割など
～子育て手技編～
抱き方、授乳、おむつ交換の仕方
など
～産褥期編～
助産師の講話「ママの身体の変化」
沐浴体験など

第2回

第3回

内　容
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広報みはる
令和３年 11月号

広報みはる
令和３年 11月号

子
ど
も
・
親
子

○
対
象

　

保
護
者
が
就
労
等
に
よ
り
、
放

　

課
後
留
守
家
庭
と
な
る
児
童

　

で
、
放
課
後
に
学
校
か
ら
来
所

　

し
、
決
め
ら
れ
た
時
間
・
活
動

　

に
参
加
で
き
る
各
小
学
校
区
の

　

小
学
１
年
生
〜
６
年
生

○
募
集
期
間

　

わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
・
岩
江
児
童

　

ク
ラ
ブ
・
御
木
沢
児
童
ク
ラ
ブ

　

11
月
25
日
（
木
）
ま
で

　

※
新
１
年
生
に
つ
い
て
は
、
岩

　
　

江
児
童
ク
ラ
ブ
・
御
木
沢
児

　
　

童
ク
ラ
ブ
は
、
10
月
に
行
わ

　
　

れ
た
就
学
時
健
康
診
断
の
時

　
　

に
、
募
集
要
領
と
申
請
書
類

　
　

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
わ
ん

　
　

ぱ
く
ク
ラ
ブ
は
、
11
月
に
行

　
　

わ
れ
る
就
学
時
健
康
診
断
の

　
　

時
に
配
布
し
ま
す
。

　

※
募
集
要
領
と
申
請
書
類
は
、

　
　

児
童
生
活
セ
ン
タ
ー
（
三
春

　
　

小
学
校
西
校
舎
）、
岩
江
児

　
　

童
ク
ラ
ブ（
岩
江
セ
ン
タ
ー
内
）、

　
　

御
木
沢
児
童
ク
ラ
ブ
（
御
木

　
　

沢
小
体
育
館
内
）
に
用
意
し

　
　

て
あ
り
ま
す
。

○
申
込
み
方
法

　

各
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た
は
児
童
生

　

活
セ
ン
タ
ー
（
三
春
小
学
校
西

　

校
舎
）
に
申
請
書
類
一
式
を
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
入
所
の
決
定

　

申
請
書
の
内
容
を
審
査
し
、
令

　

和
４
年
２
月
末
日
ま
で
に
、
結

　

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

定
員
を
大
き
く
超
え
る
申
込
み

　

が
あ
っ
た
場
合
、
入
所
で
き
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 
・
体
罰
は
虐
待
の
原
因
に
も

　
　

し
つ
け
の
つ
も
り
で
叩
い
た

　

り
、
ど
な
っ
た
り
す
る
こ
と
に

　

よ
っ
て
子
ど
も
の
行
動
を
正
そ

　

う
と
す
る
体
罰
は
、
虐
待
に
つ

　

な
が
る
危
険
性
と
子
ど
も
の
成

　

長
に
悪
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が

　

あ
り
ま
す
。

○
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め

　
の
５
か
条

　

１
．「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た

　
　
　

ら
迷
わ
ず
連
絡
（
通
告
し

　
　
　

て
く
だ
さ
い
）

　

２
．「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は

　
　
　

言
い
訳
（
子
ど
も
の
立
場

　
　
　

に
立
っ
て
考
え
ま
し
ょ
う
）

　

３
．
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

　
　
　
（
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
か

　
　
　

ら
即
実
行
し
ま
し
ょ
う
）

　

４
．
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の

　
　
　

立
場
（
子
ど
も
の
命
を
最

　
　
　

優
先
し
ま
し
ょ
う
）

　

５
．
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で

　
　
　

も
起
こ
り
う
る
（
特
別
な

　
　
　

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

○
児
童
虐
待
の
防
止
に
は
、
ま
ず

　
相
談
を

・「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

　
ど
も
」
を
見
つ
け
た
と
き
は
…

　
　

連
絡
（
通
告
）
は
子
ど
も
を

　

守
る
た
め
の
も
の
で
す
。
ま
た
、

　

連
絡
（
通
告
）
し
た
人
が
特
定

　

さ
れ
な
い
よ
う
に
、
秘
密
は
守

　

ら
れ
ま
す
。

・
あ
な
た
が
虐
待
を
受
け
て
い
る

　
な
ら
…

　
　

例
え
ば
、
家
族
の
誰
か
に
い

　

や
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
り
、
い

　

や
な
こ
と
を
さ
れ
た
り
、
お
腹

　

が
す
い
て
も
何
も
食
べ
る
も
の

　

を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
叩

　

か
れ
た
り
蹴
ら
れ
た
り
し
て
悲

　

し
い
思
い
を
し
て
い
た
ら
…

・
あ
な
た
が
子
育
て
に
つ
い
て
不

　
安
を
抱
い
て
い
る
な
ら
…

　
　

例
え
ば
、
自
分
だ
け
が
子
育

　

て
を
う
ま
く
で
き
て
い
な
い
と

　

か
、
助
け
て
く
れ
る
人
が
い
な
い

　

と
感
じ
た
り
、
子
ど
も
の
行
動
が

　

気
に
入
ら
な
か
っ
た
り
、
こ
の
子

　

が
い
な
か
っ
た
ら
…
な
ど
と
考

　

え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら

　　
お
電
話
く
だ
さ
い
…

　

「
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）」
へ

　

24
時
間
、
所
管
の
児
童
相
談
所

　

に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
問

　

子
育
て
支
援
課

　

母
子
保
健
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

児
童
ク
ラ
ブ
員
募
集

　

児
童
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令

和
４
年
度
の
児
童
ク
ラ
ブ
員
を
募

集
し
ま
す
。

○
募
集
す
る
ク
ラ
ブ
／
定
員

　

・
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

　
　
（
三
春
小
学
校
区
）
／
70
名

　

・
岩
江
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
（
岩
江
小
学
校
区
）
／
60
名

　

・
御
木
沢
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
（
御
木
沢
小
学
校
区
）
／
30
名

▼
問
・
申
込

 

・
児
童
生
活
セ
ン
タ
ー
・

　

わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

　

☎
62
‐
８
６
６
６

 

・
岩
江
児
童
ク
ラ
ブ

　

☎
０
２
４
‐
９
４
２
‐
０
０
９
２

 

・
御
木
沢
児
童
ク
ラ
ブ

　

☎
62
‐
７
７
７
０

令
和
４
年
度
ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
の

ご
案
内

　

町
で
は
、
全
小
学
校
区
に
放
課

後
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
居
場

所
づ
く
り
と
し
て
「
ま
ほ
ら
っ
こ

教
室
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
参
加
申
込
み
に

つ
い
て
は
、
学
校
を
通
し
て
申
込

書
を
配
布
し
募
集
し
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
11
月
25
日
（
木
）

ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な

お
、
高
学
年
に
つ
い
て
は
、
配
布

し
て
い
な
い
地
域
も
あ
り
ま
す
の

で
、
必
要
な
方
は
、
児
童
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
と
は

　

地
域
の
方
々
に
活
動
指
導
員
と

し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る

居
場
所
を
確
保
し
、
放
課
後
の
自

由
遊
び
や
勉
強
、
昔
遊
び
な
ど
の

様
々
な
体
験
活
動
や
異
学
年
交
流

を
行
う
と
こ
ろ
で
す
。

◆
各
教
室
実
施
内
容

ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
活
動
指
導
員
の

募
集

　

活
動
内
容
は
、
地
域
の
方
が
得

意
な
こ
と
（
工
作
・
折
り
紙
・
昔

遊
び
な
ど
）
を
活
か
し
て
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
学
習

や
遊
び
の
見
守
り
を
行
い
ま
す
。

　

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録

し
て
い
た
だ
き
、
当
番
制
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
児
童
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

児
童
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
62
‐
８
６
６
６

教室名
まほらっこ三春教室
まほらっこ岩江教室
まほらっこ御木沢教室
まほらっこ中妻教室
まほらっこ中郷教室
まほらっこ沢石教室

三春小学校空教室
岩江小学校体育館
御木沢小学校音楽室
中妻地区公民館
中郷地区交流館
旧沢石地区福祉館

月～金曜日
月～金曜日
月～木曜日
月～金曜日
月～金曜日
月～金曜日

実施場所 実施曜日 実施時間
※通常教室は、放課後
　から午後４時頃まで
※教室により終了時間
　が若干異なります。
※児童クラブのない地
　区では延長および長
　期休業中の教室を実
　施しています。詳しく
　は、下記へお問合せ
　ください。
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国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法

お
よ
び
地
方
税
法
上
、
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所

得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
が
、
控
除

の
対
象
と
な
る
の
は
、
令
和
３
年
中

（
令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
令
和

３
年
12
月
31
日
）
に
納
め
ら
れ
た

保
険
料
の
全
額
で
す
。（
３
年
中
に

納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
過
去

の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料

も
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
）。

　

本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険

料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
、
保

険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
３
年
１
月
１

日
か
ら
令
和
３
年
９
月
30
日
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
発
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
大

事
に
保
管
し
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
10
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
ら
れ

る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お

子
様
等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年

金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合

は
、
ご
自
身
の
国
民
年
金
保
険
料

に
加
え
、
そ
の
保
険
料
に
つ
い
て

も
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
制
度
は
、
税
法
上
と

て
も
有
利
な
だ
け
で
な
く
、
老

後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど

万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味
方
と

な
る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納
め

ま
し
ょ
う
。

▼
問

　

郡
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
‐
９
３
２
‐
３
４
３
４

　
　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

　
　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

０
５
０
で
始
ま
る
電
話
の
場
合

　

☎（
東
京
）

　
　

０
３
‐
６
６
３
０
‐
２
５
２
５

11
月
30
日

（
い
い
み
ら
い
）
は

「
年
金
の
日
」
で
す
!!

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
お

一
人
お
一
人
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
高
齢

期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
し

て
い
た
だ
く
日
」
と
し
て
、
11
月

30
日
（
い
い
み
ら
い
）
を
「
年
金

の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ご
自
身
の
年
金

記
録
や
年
金
見
込
額
を
確
認
し
、

未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
い
つ
で
も
ご

自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る

ほ
か
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
か
ら

年　
金

様
々
な
条
件
を
設
定
し
た
上
で
、

年
金
見
込
額
の
試
算
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

ご
利
用
方
法
に
は
、
２
つ
の
方

法
が
あ
り
ま
す
。

 

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
ロ
グ

　

イ
ン

 

・
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
ロ
グ
イ
ン

※
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

日
本
年
金
機
構

　

☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

個
人
事
業
税
の
納
期
の
お
知
ら
せ

　

個
人
事
業
税
と
は
、
事
業
を
営

ん
で
い
る
個
人
に
課
税
さ
れ
る
県

の
税
金
で
す
。
今
年
度
の
第
２
期

分
の
納
期
限
は
11
月
30
日
（
火
）

で
す
。
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ

り
、
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金

融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
預
金
口
座
か
ら
振
替
納

税
を
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
預
金
口
座
振

替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
御
記
入

の
上
、
口
座
振
替
を
希
望
す
る
金

融
機
関
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

新
た
に
口
座
振
替
を
申
し
込
ま
れ

た
場
合
は
、
来
年
度
か
ら
の
取
り

扱
い
と
な
り
ま
す
。

▼
問

　

福
島
県
県
中
地
方
振
興
局

　

県
税
部　

課
税
第
一
課

　

事
業
税
チ
ー
ム

　

☎
０
２
４
‐
９
３
５
‐
１
２
５
１

お
子
様
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日

本
政
策
金
融
金
庫
）
が

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に

入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お

持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。

◯
ご
融
資
額

　

お
子
さ
ま
一
人
に
つ
き

　

３
５
０
万
円
以
内

◯
金
利　
１
．
66
％

　

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は

　
　

年
１
．
26
％

　
　
（
令
和
３
年
６
月
１
日
現
在
）

◯
返
済
期
間　
15
年
以
内

　

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年

　
　

以
内

▼
問

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

ま
た
は

　

☎
03
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

令
和
３
年
度
消
費
生
活
無
料
法
律

相
談

　

県
で
は
多
重
債
務
問
題
や
契
約
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
様
々
な
消
費
生
活
相
談

に
対
応
す
る
た
め
、
法
律
の
専
門
家

に
よ
る
相
談
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
県
中
地
方
振
興
局
で
の
無
料
法

　
律
相
談

　

１　
相
談
日
（
弁
護
士
）

　
　
　

11
月
９
日
（
火
）

税　
金

　

２　
相
談
時
間

　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

　
　
　
（
一
人
あ
た
り
30
分
）

　
３　
相
談
方
法　
電
話
相
談

　
４　
会
場

　
　
　

郡
山
合
同
庁
舎
南
分
庁
舎

　
　
　

２
階
第
４
会
議
室

　
　
　
（
郡
山
市
麓
山
１
‐
１
‐
１
）

　
５　
予
約
先

　
　
　

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
　

相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

　
　
　

左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

県
中
地
方
振
興
局

　

☎
０
２
４
‐
９
３
５
‐
１
２
９
５

中
小
事
業
者
等
支
援
給
付

金
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
、
経
営
状
況
に
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
る
中
小
事
業
者
、
農
業

者
の
皆
さ
ん
に
対
し
支
援
給
付
金

の
交
付
を
行
い
ま
す
。

○
支
給
対
象
者

　

町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小

事
業
者
お
よ
び
個
人
事
業
主
、
三

春
町
認
定
農
業
者
お
よ
び
認
定
新

規
就
農
者
並
び
に
水
稲
作
付
面
積

が
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
農
業
者

○
支
給
額

　

１
事
業
者
あ
た
り
15
万
円（
た
だ

し
、前
年
分
お
よ
び
前
々
年
分
の
売
上

高
等
の
総
額
が
い
ず
れ
も
１
２
０
万

円
未
満
の
場
合
は
10
万
円
）

○
支
給
要
件

 

・
中
小
事
業
者
等

　
　

令
和
３
年
２
月
か
ら
９
月
ま

　

で
の
い
ず
れ
か
の
月
で
、
売
上

暮
ら
し
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こ
ん
ろ
か
ら
の
出
火
を
予
防
し
よ
う

　

毎
年
、
こ
ん

ろ
か
ら
の
出
火

が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

　

原
因
の
多
く

は
、
調
理
中
に
そ
の
場
を
離
れ
て

し
ま
っ
た
た
め
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み
が
、

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
結
果
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

電
話
や
来
客
な
ど
で
そ
の
場
を

離
れ
る
時
は
、
必
ず
火
を
止
め
ま

し
ょ
う
。

▼
問

　

消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
２
４
‐
９
２
３
‐
８
１
７
２

１
１
９
番
通
報
は
落
ち
着
い
て

　

火
災
・
救
急
は
１
１
９
番
へ
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

通
報
時
は
ま
ず
は
落
ち
着
い

て
、
火
災
な
の
か
、
救
急
な
の
か

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

必
要
な
情
報
は
指
令
員
が
質
問

し
ま
す
の
で
、
慌
て
ず
に
は
っ
き

り
と
答
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

郡
山
消
防
本
部
通
信
指
令
課

　

☎
０
２
４
‐
９
２
３
‐
８
１
７
４

子
ど
も
・
親
子

暮
ら
し

年　

金

税　

金

　

高
等
が
前
年
同
月
比
ま
た
は

　

前
々
年
同
月
比
で
30
％
以
上
減

　

少
し
て
い
る
こ
と
。

　
　

た
だ
し
、
国
・
県
の
一
次
支
援

　

金
等
や
協
力
金
な
ど
の
支
給
を
受

　

け
て
い
る
場
合
は
、
今
回
の
町
の

　

給
付
金
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

 

・
認
定
農
業
者
等

　
　

令
和
３
年
１
月
か
ら
12
月
ま

　

で
の
１
年
間
の
農
業
収
入
が
、

　

前
年
比
ま
た
は
前
々
年
比
で

　

30
％
以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と

　
（
法
人
の
場
合
は
原
則
と
し
て

　

事
業
年
度
で
判
定
す
る
）。

○
申
請
受
付
期
間

 

・
中
小
事
業
者
等

　

10
月
11
日
か
ら
11
月
30
日
（
火
）

　

ま
で

 

・
認
定
農
業
者
等

　

10
月
11
日
か
ら

　

令
和
４
年
３
月
15
日
（
火
）
ま
で

○
申
請
受
付
窓
口

 

・
中
小
事
業
者
等

　

産
業
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

ま
た
は
三
春
町
商
工
会

 

・
認
定
農
業
者
等

　

産
業
課
農
林
グ
ル
ー
プ

○
申
請
書
類

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
産
業
課
窓

　

口
お
よ
び
商
工
会
窓
口
で
も
配

　

布
し
て
お
り
ま
す
。

▼
問
・
申
込

　
中
小
事
業
者
等

　

産
業
課　

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
９
６
０

　
認
定
農
業
者
等

　

産
業
課　

農
林
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
１
２

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
の
実
施
に
つ

い
て

　

福
島
地
方
法
務
局
と
福
島
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
11
月
12
日

（
金
）
か
ら
11
月
18
日
（
木
）
ま
で

の
７
日
間
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し

て
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女
性
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た

め
、
電
話
相
談
の
取
組
を
強
化
し
ま

す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
相
談
は
、

人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局
職

員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以
外
の

日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）
に

お
い
て
も
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
、
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◯
期
間

　

11
月
12
日
（
金
）
か
ら
18
日
（
木
）

　

ま
で
の
７
日
間

◯
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　

た
だ
し
、11
月
13
日
（
土
）、14
日

　
（
日
）は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

　

ま
で

　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼
問

　

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
２
４
‐
５
３
４
‐
１
９
９
４

　
新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト

は
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月のおすすめ本

『くまが　うえに　のぼったら』
アヤ井アキコ／作　ブロンズ新社

『デフ・ヴォイス
わたしのいないテーブルで』
丸山正樹／著　東京創元社

子どもたちが寝ている夜に、森
ではなにが起きているのでしょ
う。やまぶどうが食べたくて木
に登ったくまは、あんまり木の
さきまで登ったので、空に飛ば
されて、動物たちはびっくり。

手話通訳士の荒井の子は『聞こ
えない子』だが、手話という言葉で
話すように。手話と向きあう家族の
心を描きながら、荒井の担当事件
から見える“家庭内でのろう者の
孤独”を真摯な筆致で描く。『デフ・
ヴォイス－法廷の通訳士』第４作。

あ
な
た
の
後
ろ
に
い
る
だ
れ
か　
眠
れ
ぬ
夜
の
八
つ
の
物
語
（
恩
田
陸　
あ
さ
の
あ
つ

こ
他
）／
ホ
ワ
イ
ト
バ
グ
生
存
不
能
（
安
生
正
）／
幻
月
と
探
偵
（
伊
吹
亜
門
）／
影
踏

亭
の
怪
談
（
大
島
清
昭
）／
結　
妹
背
山
婦
女
庭
訓
波
模
様
（
大
島
真
寿
美
）／
コ
ロ

ナ
狂
騒
録
（
海
堂
尊
）／
地
中
の
星
（
門
井
慶
喜
）／
暮
鐘
（
今
野
敏
）／
教
場X

（
長

岡
弘
樹
）／
聖
刻
（
堂
場
瞬
一
）／
推
理
大
戦
（
似
鳥
鶏
）／
透
明
な
螺
旋
（
東
野
圭

吾
）／
陰
陽
師
水
龍
ノ
巻
（
夢
枕
獏
）／
ゴ
ー
ス
ト
・ポ
リ
ス
・ス
ト
ー
リ
ー
（
横
関
大
）

／
パ
ラ
ダ
イ
ス
・ガ
ー
デ
ン
の
喪
失
（
若
竹
七
海
）／
家
族
の
よ
う
な
あ
な
た
へ　
橋
田

壽
賀
子
さ
ん
と
歩
ん
だ
60
年
（
石
井
ふ
く
子
）／
九
十
八
歳
。戦
い
や
ま
ず
日
は
暮
れ
ず

（
佐
藤
愛
子
）／
ヨ
ル
ガ
オ
殺
人
事
件
（
ア
ン
ソ
ニ
ー
・ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ　
山
田
蘭
訳
）

『デフ・フ・ヴォイス 読
み
物
・
文
芸

※新着コーナーには 11月 5日（金）に並びます。
▼問　町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026
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コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
で「
福

島
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
学
ぶ

講
座
を
開
講
し
ま
す
！

　

福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
交

流
棟
「
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
」
で
、「
福

島
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
に
つ
い
て
学
ぶ
講

座
を
開
講
し
ま
す
！

　

福
島
の
環
境
の
現
状
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
気
候
・
環
境
・
農
業
・
ま

ち
づ
く
り
な
ど
様
々
な
分
野
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
取
組
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

た
だ
い
ま
、
参
加
者
募
集
中
で

す
！ 

応
募
方
法
は
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

講
座
を
通
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み
出
す「
き
っ

か
け
」
を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

▼
問

　

福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

　

☎
61
‐
６
１
１
１

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
の
お
願
い

ス
プ
レ
ー
缶
は
「
有
害
ご
み
」
で
す

　

最
近
、
燃
え
な
い
ご
み
の
袋
に
ス

プ
レ
ー
缶
等
の
有
害
ご
み
が
混
入

し
て
い
る
物
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

「
ス
プ
レ
ー
缶
」、「
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス

ボ
ン
ベ
」、「
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
」

等
は
「
有
害
ご
み
」
と
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ご
み
袋
に
混
入
し
て
い
る
と
、
中

に
残
っ
て
い
る
ガ
ス
が
他
の
物
に

引
火
し
、
ご
み
収
集
車
が
火
災
に
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ガ
ス
を
使
い

切
っ
て
、
黒
の
コ
ン
テ
ナ
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
分
別
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問

　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

有害ごみ（月1回収集）
※有害ごみは、「黒のコンテナ」に入れましょう !!

スプレー缶

カセットガスボンベ使い捨てライター

　明治維新後、広中はさまざまな役職を勤めますが、なかなか大きな仕事には出会えません。明治 6年に常
葉副戸長、次いで戸長（今でいう町長のような職）をしていたころ、ミルの『自由の理』を読んで自由民権
に目覚めたとされます。これには諸説あり、『自由の理』ではなく、アメリカ独立宣言などとする説もあります。
一つの説を学んだというよりも、海外から流入した多くの考え方を学んだ結果ととらえても良いのではない
でしょうか。
　明治 8年、頼りにしていた兄の広胖が急死し、兄に代わって広中をサポートした影山正博らと参加した地
方官会議では、政治状況に不満をもつ人々との交流を得ます。
　その後、戸長として入った石川町で政治結社・石陽社や学塾・石陽館を起こし、三春では明治 11年に、野
口勝一らと三師社を起こします。その三師社契約書には「社会は人衆の結合を以て成立するものなり。曰く
権利、曰く義務、二者相共に並行し以て頃刻（けいこく）も離るべからず」と高らかにうたわれており、「民
主主義」を理想とする政治活動に力を入れていくようになるのです。
　そのころには、頼まれて「福島県民会規則（ここでの民会は、県議会や郡・町村会などを指す）」の編成にも
当っています。野口勝一は、難解なその規則が誰にでもわかるようにと、「福島県民
会規則略解」を、三春の出版事業者であった川又定蔵のもとから刊行します。野口
は水戸藩士・野口友太郎の子で、水戸天狗党の乱の後、三春に一時身を寄せてい
た一家の一人で、広中の幼なじみです。お互いに補い合いながら自由民権運動へと
傾倒していく二人は、後に衆議院議員としても協力することになります。
　国会期成同盟への参加、わが国最初の政党である自由党の結党にも携わり、す
ぐさま自由党福島部・会津部の発足へと広中の足場固めは進んでいき、やがて押
されて県会議員となりますが、そこで、鬼県令と言われた三島通庸との激突が起
こるのです。

▼問　歴史民俗資料館　☎ 62-5263

河野広中没後 100年シリーズ　その７

三師社契約書写し
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暮
ら
し

自
賠
責　

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
令

和
２
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約

31
万
件
、
死
傷
者
数
は
約
37
万
人

と
、
国
民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の
被

害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得
る
極

め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部
分

で
あ
り
、
被
害
者
に
と
っ
て
も
加
害

者
に
と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果
を
も
た

ら
す
も
の
で
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ

て
の
ク
ル
マ
・
バ
イ
ク
１
台
ご
と
に

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
加

害
者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る
こ
と

で
、
被
害
者
の
基
本
的
な
賠
償
を

保
障
す
る
制
度
で
あ
り
、
被
害
者
の

救
済
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
、
よ
り
一
層
自
賠
責

制
度
の
役
割
や
重
要
性
、
保
険
金
・

共
済
金
の
支
払
い
の
し
く
み
な
ど
を

十
分
に
理
解
・
認
識
す
る
こ
と
が
と

て
も
大
切
で
す
。

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の
運
行

は
法
令
違
反
で
す
！

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の

自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人

賠
償
を
目
的
と
し
て
、
自
動
車
損
害

賠
償
保
障
法
に
基
づ
き
、
原
動
機
付

自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
自

賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
運
行
す
る

こ
と
は
法
令
違
反
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
！

▼
問

　

福
島
運
輸
支
局
輸
送
・
監
査
部
門

　

☎
０
２
４
‐
５
４
６
‐
０
３
４
５

交通事故にあった時は届け出を
　交通事故などの第三者（相手）の行為によるケガで国民健康保険証を使用する場合は、必ず「第三者行為に
おける被害届」の提出が必要です。第三者の行為による事故は原則として加害者が治療費を負担するため、被
害届を町が受理することにより、医療機関での治療費等を三春町国保で一時的に立て替え、後日、加害者に対
して治療に要した費用を請求することになります。
　届け出をする際は下記に書かれたものを持参し、三春町役場住民課窓口へお越しください。
※相手から治療費を受け取ったり、示談を済ませた場合は国民健康保険が使えなくなります。

整骨院・接骨院（柔道整復師）のかかり方
　整骨院や接骨院（柔道整復師）にかかる場合、国民健康保険から療養費としてその一部が支払われます。
　ただし、柔道整復師による施術には、国民健康保険が使える場合と使えない場合がありますので、適正な受
診をお願いします。

▼問　住民課　国保グループ　☎ 62-2147　FAX62-5155

保険証が使えるとき
 ・医師や柔道整復師に、骨折、脱臼、打撲およ
　び捻挫など（肉離れ含む）と診断または判断
　され、施術を受けた時（骨折、脱臼は応急手
　当を除き、医師の同意が必要）
 ・骨・筋肉・関節のケガや痛みで、その負傷原
　因がはっきりしている時

保険証が使えないとき
 ・疲労性、慢性的な要因からくる肩こりや筋肉
　疲労
 ・脳疾患後遺症などの慢性病や症状の改善がみ
　られない長期の施術
 ・保健医療機関（病院、診療所など）で同じ負
　傷を治療している

●届け出に必要なもの●
・国民健康保険証
・印鑑
・事故証明書（交通事故の場合）

●届け出が必要な場合●
・交通事故
・暴力を受けた
・他人の犬にかまれた　など

令
和
４
年
三
春
町
成
人
式
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ

○
日
時

　

令
和
４
年
１
月
９
日
（
日
）

　

※
成
人
の
日
の
前
日

　

受
付　
午
後
０
時
30
分

　

式
典　
午
後
１
時
30
分

○
場
所

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

ま
ほ
ら
ホ
ー
ル

○
該
当
者

　

平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14

　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　

で
、町
内
在
住
者
ま
た
は
出
身
者

　
令
和
３
年
９
月
１
日
現
在
、
三
春

　
町
に
住
所
が
な
い
方
に
は
案
内
状

　
が
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
出
席
を
希

　
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委
員
会
生

　
涯
学
習
課
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
ま

　
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

※
町
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い

　
　

る
方
に
は
、
11
月
中
頃
に
案
内

　
　

状
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

○
そ
の
他

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

予
防
の
た
め
、例
年
と
内
容
を
一
部

　

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

※
福
島
県
を
対
象
と
し
た
緊
急
事

　
　

態
宣
言
、
国
や
県
な
ど
か
ら
の

　
　

要
請
、
町
内
で
感
染
者
が
増
大

　
　

し
て
い
る
な
ど
、
状
況
に
よ
っ

　
　

て
は
中
止
す
る
場
合
が
ご
ざ
い

　
　

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
８
３
７
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令
和
３
年
度
の

水
質
検
査
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

企
業
局
で
は
、安
全
で
安
心
で
き
る
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
、毎
年
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
す
べ
て
の
検
査
項
目
に
お
い
て
水
道
法
に
定
め
る
水
質
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。

○
検
査
種
別
：
基
準
項
目　

原
水
39
項
目　

浄
水
51
項
目

▼
問　
企
業
局　
水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ　
☎
62-

２
５
０
０

▼ 令和3年度の水質検査結果
簡易水道

水質基準検査項目
上水道

病原
生物

一般細菌

大腸菌

カドミウムおよびその化合物

水銀およびその化合物

セレンおよびその化合物

鉛およびその化合物

ヒ素およびその化合物

六価クロム化合物

亜硝酸態窒素

シアン化物イオンおよび塩化シアン

硝酸態窒素および亜硝酸態窒素

フッ素およびその化合物

ホウ素およびその化合物

四塩化炭素

1,4-ジオキサン

シス-1,2-ジクロロエチレンおよびトランス-1,2-ジクロロエチレン
ジクロロメタン

テトラクロロエチレン

トリクロロエチレン

ベンゼン

クロロ酢酸

クロロホルム

ジクロロ酢酸

ジブロモクロロメタン

臭素酸

総トリハロメタン

トリクロロ酢酸

ブロモジクロロメタン

ブロモホルム

ホルムアルデヒド

塩素酸

亜鉛およびその化合物

アルミニウムおよびその化合物

鉄およびその化合物

銅およびその化合物

ナトリウムおよびその化合物

マンガンおよびその化合物

塩化物イオン

カルシウム・マグネシウム等（硬度）

蒸発残留物

陰イオン界面活性剤

ジェオスミン

2-メチルイソボルネオール

非イオン界面活性剤

フェノール類

有機物（全有機炭素（TOC）の量）

pH値

味

臭気

色度

濁度

1ml中100個以下

検出されないこと

0.003mg/L以下

0.0005mg/L以下

0.01mg/L以下

0.01mg/L以下

0.01mg/L以下

0.02mg/L以下

0.04mg/L以下

0.01mg/L以下

10mg/L以下

0.8mg/L以下

1.0mg/L以下

0.002mg/L以下

0.05mg/L以下

0.04mg/L以下

0.02mg/L以下

0.01mg/L以下

0.01mg/L以下

0.01mg/L以下

0.02mg/L以下

0.06mg/L以下

0.03mg/L以下

0.1mg/L以下

0.01mg/L以下

0.1mg/L以下

0.03mg/L以下

0.03mg/L以下

0.09mg/L以下

0.08mg/L以下

0.6mg/L以下

1.0mg/L以下

0.2mg/L以下

0.3mg/L以下

1.0mg/L以下

200mg/L以下

0.05mg/L以下

200mg/L以下

300mg/L以下

500mg/L以下

0.2mg/L以下

0.00001mg/L以下

0.00001mg/L以下

0.02mg/L以下

0.005mg/L以下

3mg/L以下

5.8～8.6

異常でないこと

異常でないこと

5度以下

2度以下

採取日

採取時間

採取時気温

採取時水温

採取時残留塩素

10000

検出

0.0003未満

0.00005未満

0.001未満

0.001未満

0.001未満

0.002未満

0.015

0.001未満

1.1 

0.08未満

0.1未満

0.0002未満

0.005未満

0.004未満

0.002未満

0.001未満

0.001未満

0.001未満

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

0.01未満

0.71

1.2

0.01未満

7.1

0.09

7.7

53

150

0.02未満

0.000003

0.000001未満

0.003

0.0005未満

2.3

7.7 

-

微土臭

24

36

R3.7.14

15:10

26.0℃

20.6℃

-

0

検出しない

0.0003未満

0.00005未満

0.001未満

0.001未満

0.001未満

0.002未満

0.004未満

0.001未満

1.1

0.08未満

0.1未満

0.0002未満

0.005未満

0.004未満

0.002未満

0.001未満

0.001未満

0.001未満

0.002未満

0.033

0.003未満

0.004

0.001

0.048

0.004

0.011

0.001未満

0.008未満

0.21

0.01未満

0.02

0.03未満

0.01未満

9.9

0.005未満

18

52

130

0.02未満

0.000001未満

0.000001未満

0.002未満

0.0005未満

1.1 

7.4 

異常なし

異常なし

0.5未満

0.1未満

R3.7.14

11:40

24.8℃

21.4℃

0.2mg/L

0

検出しない

0.0003未満

0.00005未満

0.001未満

0.001未満

0.001未満

0.002未満

0.004未満

0.001未満

1.4

0.08

0.1未満

0.0002未満

0.005未満

0.004未満

0.002未満

0.001未満

0.001未満

0.001未満

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

0.01未満

0.02未満

0.03未満

0.01未満

13

0.041

7.7

93

180

0.02未満

0.000001未満

0.000001未満

0.002未満

0.0005未満

0.4

6.6

-

異常なし

0.5未満

0.1未満

R3.7.14

9:30

23.2℃

13.2℃

-

0

検出しない

0.0003未満

0.00005未満

0.001未満

0.001未満

0.001未満

0.002未満

0.004未満

0.001未満

1.5

0.09

0.1未満

0.0002未満

0.005未満

0.004未満

0.002未満

0.001未満

0.001未満

0.001未満

0.002未満

0.001未満

0.003未満

0.003

0.001未満

0.006

0.003未満

0.002

0.001

0.008未満

0.06未満

0.01未満

0.02未満

0.03未満

0.01未満

20

0.005未満

8.5

94

210

0.02未満

0.000001未満

0.000001未満

0.002未満

0.0005未満

0.4

7.0

異常なし

異常なし

0.5未満

0.1未満

R3.7.14

9:00

22.4℃

18.6℃

0.4mg/L

無
機
物
質・重
金
属

一般
有
機
化
学
物
質

原水 浄水 原水 浄水

消
毒
副
生
成
物

色・味

発泡

臭
気

発泡

臭気

味

基
礎
的
性
状

検　体

知
っ
て
安
心
！

事
例
か
ら
学
ぶ
成
年
後
見
制
度

　
「
認
知
症
の
親
族
の
通
帳
管
理

が
で
き
て
い
な
い
」「
精
神
障
が

い
を
抱
え
て
い
て
言
わ
れ
る
ま
ま

に
訪
問
販
売
の
契
約
書
に
サ
イ
ン

し
て
し
ま
う
」
な
ど
、
判
断
す
る

こ
と
に
不
安
の
あ
る
方
・
難
し
い

方
に
対
し
て
、
財
産
管
理
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
の
契
約
を
行
い
、
ご

本
人
の
権
利
を
守
り
生
活
を
支
援

す
る
「
成
年
後
見
制
度
」
に
関
す

る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
成
年
後
見
制
度
が
ど
の

よ
う
な
制
度
な
の
か
、
ま
た
、
暮

ら
し
に
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
の
か

を
お
話
し
し
ま
す
。
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

○
開
催
日
時

　

12
月
18
日
（
土
）

　

開
演
：
午
前
10
時

　
（
開
場
：
午
前
９
時
30
分
）

○
会
場

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

ま
ほ
ら
ホ
ー
ル

○
講
師

　

谷
川
社
会
福
祉
士
事
務
所

　

社
会
福
祉
士　

谷
川
ひ
と
み
氏

○
対
象

　

三
春
町
民
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

　

も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

○
参
加
料　
無
料

○
申
込
方
法

　

事
前
申
込
制
（
先
着
２
０
０
名
）

　

町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
、
三
春
交
流
館

　
「
ま
ほ
ら
」
に
備
え
付
け
の
案

　

内
チ
ラ
シ
に
必
要
事
項
を
記
入

　

の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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暮
ら
し

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

の
変
更
許
可
申
請
に
関

す
る
お
知
ら
せ

　
（
株
）
ウ
ィ
ズ
ウ
ェ
イ
ス
ト
ジ
ャ

パ
ン
よ
り
、
廃
棄
物
の
処
理
お
よ

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

よ
り
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
変

更
許
可
申
請
書
が
福
島
県
へ
提
出

さ
れ
、
令
和
２
年
６
月
23
日
か
ら

令
和
２
年
７
月
27
日
ま
で
縦
覧
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
申
請
内
容
の

一
部
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

変
更
後
の
申
請
書
の
閲
覧
や
、

当
該
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設

置
に
関
し
、
生
活
環
境
保
全
上
の

見
地
か
ら
、
利
害
関
係
を
有
す
る

者
は
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
申
請
者
等

　
⑴
申
請
者

　
　

株
式
会
社
ウ
ィ
ズ
ウ
ェ
イ
ス
ト

　
　

ジ
ャ
パ
ン（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

　
⑵
設
置
場
所

　
　

田
村
郡
小
野
町
大
字
南
田
原

　
　

井
字
大
和
久
１
６
９
番
２
他

　
⑶
施
設
の
種
類

　
　

最
終
処
分
場

○
縦
覧
期
間

　

11
月
15
日
（
月
）
ま
で

○
縦
覧
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

午
後
５
時
ま
で

　
（
※
開
庁
時
間
に
限
る
。）

○
縦
覧
場
所

　

・
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
環
境

　
　

課
（
郡
山
市
麓
山
１
‐
１
‐
１
）

　

・
役
場
庁
舎
１
階
住
民
課

○
意
見
書
提
出
期
限

　

11
月
29
日
（
月
）

　

午
後
５
時
15
分
ま
で
（
必
着
）

▼
問

　

福
島
県
県
中
地
方
振
興
局

　

環
境
課

　

☎
０
２
４
‐
９
３
５
‐
１
５
２
１

「
介
護
就
職
デ
イ
」
福
祉
関
係
合

同
面
接
会
（
郡
山
会
場
）
を
開
催

し
ま
す

　

福
祉
関
係
（
介
護
・
看
護
・
保
育
）

へ
の
就
職
を
希
望
す
る
方
向
け
の

面
接
会
で
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等

の
職
員
と
相
談
が
で
き
る
ブ
ー
ス

や
、
展
示
・
視
聴
覚
ブ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

　

参
加
に
は
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

雇
用
保
険
受
給
者
は
、
求
職
活

動
実
績
と
な
り
ま
す
の
で
、
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

※
会
場
内
で
は
常
時
マ
ス
ク
を
ご

　

着
用
く
だ
さ
い
。発
熱
の
あ
る
方
、

　

体
調
不
良
の
方
等
は
参
加
を
ご

　

遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

11
月
24
日
（
水
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

○
会
場

　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　

多
目
的
展
示
ホ
ー
ル
Ｂ

▼
問

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山

　

☎
０
２
４
‐
９
４
２
‐
８
６
０
９

　
　

４
１
♯

仕　
事

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

　

状
況
に
よ
り
中
止
ま
た
は
延
期

　

と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
問

　

生
涯
学
習
課

　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
８
３
７

　

℻
62
‐
４
７
２
７

油
類
の
流
出
事
故
防
止
に
つ
い
て

　

例
年
、貯
油
タ
ン
ク
か
ら
の
移

し
替
え
や
配
管
の
破
損
な
ど
に
よ

る
油
の
河
川
へ
の
流
出
事
故
が
多

数
発
生
し
て
い
ま
す
。ま
た
、自
動

車
事
故
に
よ
る
油
類
の
流
出
事
故

も
増
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
発
生
し
た
河
川
水
質
事
故

の
う
ち
、油
類
の
流
出
事
故
が
大

半
を
占
め
て
い
ま
す
。油
が
河
川
に

流
出
す
る
と
、下
流
域
の
水
道
や
農

業
用
水
、漁
業
等
の
利
水
に
影
響
を

及
ぼ
す
ば
か
り
で
な
く
、魚
類
等
の

生
息
環
境
の
悪
化
を
招
き
ま
す
。ま

た
、流
出
し
た
油
の
回
収
処
理
に
は

多
額
の
費
用
と
労
力
が
生
じ
、原
因

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
冬
を
む
か
え
、特
に

灯
油
等
の
使
用
が
増
え
ま
す
の

で
、家
庭
や
事
業
所
な
ど
で
の
灯

油
等
の
適
切
な
取
扱
い
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
油
流
出
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
心
が
け

 

・
そ
の
場
を
離
れ
な
い

　

貯
油
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
灯
油
を

　

小
分
け
に
す
る
と
き
は
絶
対
に

　

そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し

　

ま
し
ょ
う
。ま
た
、使
用
後
は
バ

　

ル
ブ
や
コ
ッ
ク
を
完
全
に
閉
め

　

ま
し
ょ
う
。

 

・
配
管
の
場
所
に
は
目
印
を

　

除
雪
に
よ
る
配
管
の
破
損
を
防

　

ぐ
た
め
に
目
印
を
立
て
て
お
き

　

ま
し
ょ
う
、ま
た
、万
一
に
備
え

　

て
防
油
堤
を
設
置
し
て
お
く
と

　

安
心
で
す
。

 
・
落
雪
に
注
意
し
て

　

屋
根
か
ら
の
落
雪
に
よ
る
配
管

　

破
損
・
脱
落
や
貯
油
タ
ン
ク
の

　

転
倒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

 

・
定
期
点
検
を
怠
ら
な
い

　

配
管
や
貯
油
タ
ン
ク
の
点
検
を

　

定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
灯
油
等
が
漏
れ
て
い
る
こ
と
に

　

気
づ
い
た
ら
、火
気
に
十
分
注

　

意
し
な
が
ら
直
ち
に
布
な
ど
で

　

回
収
し
、河
川
に
流
出
し
な
い

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、す

　

み
や
か
に
役
場
ま
た
は
消
防
署

　

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

三
春
町
就
職
相
談
会
の
開
催
に
つ

い
て

　

県
内
の
事
業
所
へ
就
職
を
希
望

さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
ふ
く
し
ま
生

活
・
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員

に
よ
る
就
職
相
談
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

○
日
時

　

11
月
11
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

○
場
所

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
１
階

　

楽
屋
Ｂ

○
対
象
者

　

町
内
に
居
住
す
る
方
（
新
卒
学

　

生
等
も
含
む
）

　

震
災
等
の
影
響
に
よ
り
町
内
へ

　

避
難
さ
れ
て
い
る
方

○
実
施
内
容

　

就
職
相
談
・
職
業
相
談
・
応
募

　

書
類
作
成
補
助

○
そ
の
他

　

ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
応
援
セ

　

ン
タ
ー
の
専
任
の
相
談
員
が
対

　

応
し
ま
す
。

　

事
前
予
約
も
受
け
付
け
て
い
ま

　

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　

※
予
約
来
場
者
優
先
と
な
る
こ

　
　

と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

※
雇
用
保
険
受
給
者
に
は
、
利

　
　

用
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

▼
問

　

ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
応
援

　

セ
ン
タ
ー　

郡
山
事
務
所

　

☎
０
２
４
‐
９
２
５
‐
０
８
１
１

仕　

事
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募　
集

　

地
域
と
学
校
の
協
働
活
動
に
興

　

味
の
あ
る
方

○
参
加
料　
無
料

○
申
込
方
法

　

町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
、
ま
ほ
ら
に
備

　

え
付
け
の
申
込
書
に
よ
り
お
申

　

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
８
３
７

　

℻
62
‐
４
７
２
７

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

入
会
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
に
関
す
る
説
明
会
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
会
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

◯
日
時

　

11
月
17
日
（
水
）

　

午
前
10
時
か
ら
（
１
時
間
程
度
）

◯
場
所

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◯
入
会
資
格

　

三
春
町
に
在
住
で
60
歳
以
上
の

　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
な

　

ら
ど
な
た
で
も
加
入
い
た
だ
け

　

ま
す
。

◯
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
扱

　
う
仕
事
（
例
）

　

施
設
の
清
掃
管
理
、
除
草
、
墓

　

地
清
掃
、
障
子
・
網
戸
の
張
替

　

え
、
手
工
芸
品
（
竹
細
工
、
木

　

工
品
、
手
芸
品
）
の
制
作
販
売

　

な
ど

地
域
の
た
め
に
何
が
で
き
る
？

「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り

研
修
会
」
参
加
者
募
集

　
「
学
校
運
営
協
議
会
に
求
め
ら

れ
る
役
割
は
？
」「
地
域
が
抱
え

る
課
題
を
解
決
す
る
に
は
？
」「
学

校
と
協
働
で
何
が
で
き
る
の
？
」

そ
う
い
っ
た
地
域
学
校
協
働
に
関

す
る
内
容
に
つ
い
て
、
学
校
教
育

を
専
門
と
す
る
国
立
教
育
研
究
所

の
橋
本
洋
光
氏
を
お
招
き
し
て
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

11
月
20
日（
土
）午
後
２
時
〜
４
時

○
会
場

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

ま
ほ
ら
ホ
ー
ル

○
講
師

　

全
国
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

活
動
総
合
推
進
セ
ン
タ
ー
コ
ー

　

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

橋
本
洋
光
氏

○
内
容
（
予
定
）

　

第
１
部　
講
演

　
「
地
域
と
学
校
の
協
働
に
つ
い
て
」

　

第
２
部　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程

　

を
作
っ
て
み
よ
う
」

○
参
加
対
象

　

学
校
運
営
協
議
会
関
係
者
の
方
、

自
衛
官
等
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

※
１　

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

　
　
　
　

さ
れ
ま
す
。

　

各
試
験
日
程
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
よ

り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問

〒
９
６
３
‐
８
８
３
３

　

福
島
県
郡
山
市
香
久
池
２
丁
目

　

17
‐ 

13

　

福
島
地
方
協
力
本
部

　

郡
山
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
４
‐
９
３
２
‐
１
４
２
４

▼
問

　

三
春
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
（
三
春
町
字
南
町
21
‐
１
）

　

☎
62
‐
７
３
０
８

三
春
町
観
光
ガ
イ
ド
の
会
会
員

募
集
中

　

三
春
町
観
光
ガ
イ
ド
の
会
は
、

町
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
名
所
旧

跡
、
文
化
財
等
の
案
内
を
通
し
て
、

町
の
歴
史
・
伝
統
・
文
化
な
ど
を

紹
介
・
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

三
春
町
観
光
ガ
イ
ド
の
会
は
、

随
時
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

三
春
町
観
光
ガ
イ
ド
の
会
事
務
局

　
（
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
観
光
部
）

　

☎
62
‐
３
６
９
０

令
和
３
年
度
、令
和
４
年
度

社
会
福
祉
法
人
田
村
福
祉

会
職
員
募
集

○
募
集
職
種

　

事
務
職
員
、
管
理
栄
養
士
、
介

　

護
職
員
、
看
護
職
員
、
生
活
相

　

談
員
、
介
護
支
援
専
門
員

観光案内のようす

○
採
用
人
員

　

各
職
種 

若
干
名

○
採
用
予
定
日

　

新
卒
の
場
合

　

令
和
４
年
４
月
１
日

　

既
卒
、
中
途
採
用
の
場
合

　

要
相
談

○
応
募
資
格

　

各
職
種
と
も
に
、
次
の
条
件
を

　

全
て
満
た
す
方

　

⑴
次
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

　
　
（
資
格
取
得
見
込
可
）

　

・
管
理
栄
養
士
（
管
理
栄
養
士
）

　

・
介
護
職
員
（
介
護
福
祉
士
）

　

・
看
護
職
員
（
准
看
護
師
・
看

　
　

護
師
）

　

・
生
活
相
談
員
（
社
会
福
祉
主

　
　

事
・
社
会
福
祉
士
・
精
神
保

　
　

健
福
祉
士
の
い
ず
れ
か
）

　

・
介
護
支
援
専
門
員
（
介
護
支

　
　

援
専
門
員
）

　

⑵
法
人
内
の
各
事
業
所
へ
通
勤

　
　

可
能
な
方

○
試
験
日

　
　

12
月
４
日
（
土
）

○
選
考
方
法

　

・
書
類
審
査

　
　

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
書
類

　
　

を
も
と
に
、
書
類
選
考
を
さ

　
　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

書
類
選
考
後
に
合
否
結
果
を

　
　

ご
連
絡
し
ま
す
。

　
　

次
回
選
考
（
小
論
文
お
よ
び

　
　

面
接
）
に
進
む
方
に
、
ス
ケ

　
　

ジ
ュ
ー
ル
を
追
っ
て
ご
連
絡

　
　

し
ま
す
。

　

・
小
論
文
試
験
お
よ
び
面
接
試
験

○
応
募
方
法

　

田
村
福
祉
会
各
事
業
所
ま
た
は

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
指
定
の
申

昨年まほらで行った橋本洋光氏
による講演会のようす

陸上自衛隊
高等工科学校生徒

推薦

一般

男子
女子

自衛官候補生

男子で中卒（見込含）17歳未
満の成績優秀かつ生徒会活
動等に顕著な実績を修め、
学校長が推薦できる方
男子で中卒（見込含）
17歳未満の方

18歳以上
33歳未満の方

年間を通じて
受付しています

受付時に
お知らせします

11月１日（月）
から

12月３日（金）
11月1日（月）
から

令和4年1月14日（金）

一次 令和4年
1月22日（土）・23日（日）

※１

令和4年1月8日（土）
から

令和4年1月11日（火）
※１

採用種目 応募資格 試験期日受付期間（締切日必着）
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健　

康

募　

集

　

込
用
紙
を
取
得
し
11
月
15
日

　
（
月
）
ま
で
に
必
要
書
類
を
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
当
日
消
印

　

有
効
）

○
提
出
書
類 

　

①
職
員
採
用
試
験
受
験
願
書

　
　
（
指
定
様
式
１
）

　

②
自
筆
履
歴
書
（
指
定
様
式
２
）

　

③
職
務
経
歴
書

　
　
（
様
式
任
意
・
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
）

　

④
各
資
格
免
許
証
の
写
し
ま
た

　
　

は
資
格
取
得
見
込
証
明
書

○
そ
の
他

　

施
設
の
情
報
な
ど
詳
し
く
は

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

〒
９
６
３
‐
７
７
５
２ 

福
島
県

　

田
村
郡
三
春
町
字
六
升
蒔
68
番
地

　

社
会
福
祉
法
人
田
村
福
祉
会

　

本
部
事
務
局 

宛

　

☎
61
‐
２
７
６
１

皆
さ
ん
の
声
を
県
政
に
！

県
政
に
対
す
る
ご
提
案

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

提
案
を
今
後
の
県
の
事
業
に
活
か

す
た
め
の
「
県
民
提
案
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
実
施
し
て
欲
し
い
内

容
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
、
県
庁
県

民
広
聴
室
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

県
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
子

メ
ー
ル
の
ほ
か
、
手
紙
、
は
が
き
、

フ
ァ
ク
ス
で
も
提
案
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
必
ず
書
面
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。）

　

提
案
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ

い
て
は
、
担
当
部
局
が
検
討
し
、
提

案
を
受
理
し
た
日
か
ら
概
ね
２
週

間
程
度
で
提
案
者
へ
回
答
し
ま
す
。

◯
県
民
提
案
の
提
出
先

　

福
島
県
庁
県
民
広
聴
室

　

〒
９
６
０
‐
８
６
７
０

　

福
島
市
杉
妻
町
２
‐
16
）

　

℻
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
９
３
４

　

E
-m

ail　

k
o
u
ch

o
@
p
ref.

　

fukushim
a.lg.jp

    

県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
【
検
索
】
福
島
県
県
民
広
聴
室

　

県
民
提
案

▼
問

　

福
島
県
総
務
部　

県
民
広
聴
室

　

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
０
１
３

家
計
に
や
さ
し
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
保
険
証
や
お
薬
手
帳
に

貼
る
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希

望
シ
ー
ル
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

８
月
に
交
付
し
た
国
民
健
康
被
保

険
者
証
に
も
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ー
ル
は
、
役
場
庁
舎
１
階
住
民

課
窓
口
に
て
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

　

先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特
許

期
間
が
切
れ
た
後
に
、
製
造
・
販

売
し
て
い
る
薬
で
す
。
そ
の
成
分

や
効
き
目
、
安
全
性
は
厚
生
労
働

省
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
開
発

コ
ス
ト
が
少
な
い
分
、
安
い
価
格

で
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望

す
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
病

院
や
薬
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

住
民
課　

国
保
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

施
設
け
ん
し
ん
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

三
春
町
施
設
け
ん
し
ん
を
12
月

28
日
（
火
）
ま
で
、
指
定
医
療
機

関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
健
診
を
希

望
す
る
方
は
指
定
の
医
療
機
関
に

予
約
を
と
り
、
ご
都
合
の
よ
い
日
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
度
は
11
月
の
集
団

け
ん
し
ん
を
実
施
し
ま
せ
ん
。

　

受
診
券
等
、
必
要
な
書
類
の
な

い
方
は
保
健
福
祉
課
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
４
月
に
緑
色

の
封
筒
で
郵
送
し
ま
し
た
「
三
春

町
成
人
け
ん
し
ん
ガ
イ
ド
」
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
に
よ
り
、
実
施
期
間
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
集
団
け
ん
し
ん
を
受
診
さ
れ
た

　
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※
65
歳
以
上
の
方
で
、
特
定
健
診
、

　
ま
た
は
一
般
健
診
を
お
受
け
に

　
な
っ
た
方
は
、
高
齢
者
社
会

　
参
加
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
と
な
り

　
ま
す
。
健
診
の
結
果
と
カ
ー
ド

　
を
持
ち
、
保
健
福
祉
課
ま
で
お

　
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

保
健
福
祉
課

　

保
健
医
療
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
５
１
１
０

健　
康

健
康
づ
く
り
講
演
会
の
お
知
ら
せ

【
要
予
約
】

　

食
生
活
を
と
お
し
て
元
気
に
イ

キ
イ
キ
生
き
る
た
め
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

講
演
会
に
参
加
し
て
、
毎
日
健

康
に
過
ご
せ
る
ヒ
ン
ト
を
つ
か
み

ま
し
ょ
う
。

○
演
題

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
を
元
気

　

に
す
ご
す
た
め
の
食
生
活
」

○
講
師

　

会
津
大
学
短
期
大
学
部

　

食
物
栄
養
学
科
教
授

　

公
益
社
団
法
人
福
島
県
栄
養
士

　

会
会
長

　

鈴
木
秀
子
先
生

○
日
時

　

11
月
11
日
（
木
）

　

10
時
30
分
〜
正
午

○
会
場

　

交
流
館
ま
ほ
ら

　

※
高
齢
者
社
会
参
加
ポ
イ
ン

　

ト
、
三
春
町
健
康
づ
く
り
ポ
イ

　

ン
ト
事
業
の
対
象
で
す
。

▼
問
・
申
込

　

保
健
福
祉
課

　

保
健
医
療
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
５
１
１
０

　

℻
62
‐
０
２
０
２

人
生
１
０
０
年
時
代

に
打
ち
勝
つ
糖
尿
病

「
市
民
公
開
講
座
」

を
開
催
し
ま
す

　

世
界
糖
尿
病
デ
ー
（
11
月
14
日
）

に
併
せ
て
、
下
記
の
と
お
り
市
民

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

糖
尿
病
の
予
防
・
治
療
に
つ
い
て

専
門
医
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

令
和
３
年
11
月
14
日
（
日
）

　

午
後
３
時
〜
４
時
20
分

○
場
所

　

郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス

　

花
勝
見

○
定
員　
県
民
約
１
５
０
名

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
　

ま
す

○
内
容

　
講
演
①

　
「
転
ば
ぬ
先
の
糖
尿
病
運
動
療
法
」

　

講
師
：
星
野
武
彦
先
生

　
（
太
田
西
ノ
内
病
院

　
　
　
　

   

運
動
指
導
科　

科
長
）

　
講
演
②

　
「
高
齢
者
糖
尿
病
患
者
か
ら
学
ぶ

　

糖
尿
病
治
療
」

　

講
師
：
渡
部
良
一
郎 

先
生

　
（
竹
田
綜
合
病
院 

内
科
／
山
鹿

　

ク
リ
ニ
ッ
ク　

院
長
）

○
参
加
費　
無
料

○
申
込
方
法

　

①
は
が
き
（
１
人
１
枚
）
に
郵

　
　

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　
　

性
別
、職
業
、電
話
番
号
を
記
入

　

宛
先
：
福
島
市
新
町
４
番
22
号

　
　
　
　

福
島
県
医
師
会
「
市
民

　
　
　
　

公
開
講
座
」
係

　

②
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

③
福
島
県
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
問

　

福
島
県
医
師
会

　

☎
０
２
４
‐
５
２
２
‐
５
１
９
１

　

℻
０
２
４
‐
５
２
１
‐
３
１
５
６
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命を守るため、ドナー登録を行いましょう
　白血病などの血液疾患により非血縁者間の骨髄移植などを必要としている患者さんは、全国で毎年 2,000 人
いるとされています。
　しかし、骨髄の提供には年齢制限があり、若い世代のドナー登録者を増やすことが今後必要となります。一人
でも多くの尊い命を救うため、積極的にドナー登録を行いましょう。
　また、ドナー登録を行った方が骨髄等を提供した場合に、町では助成を行っております。
○三春町骨髄移植ドナー支援事業助成金

　骨髄ドナー登録の詳細については、日本骨髄バンクのホームページをご確認ください。

▼問　保健福祉課　保健医療グループ　☎ 62-5110

風しんの抗体検査、予防接種を受けましょう
　昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性の方は過去に公的予防接種が行われていない年代です。
風しんは飛沫感染により人から人に感染する、感染力の強い疾病となりますので、妊婦さんが風しんに感染すると、
赤ちゃんが障がいをもって生まれる可能性があります。
　三春町では昨年度、対象となる方に対し、無料で抗体検査と予防接種を受けることができるクーポン券を送付
しています。クーポン券は令和４年３月31日（木）まで有効となりますので、家族や周囲に感染を広げないため
に抗体検査や予防接種を受けましょう。

　風しん追加的対策の詳細については、厚生労働省のホームページをご確認ください。

▼問　保健福祉課　保健医療グループ　☎ 62-5110

項　目

対 象 者 昭和37年4月2日～昭和54年4月1日生まれの男性
抗体検査や予防接種を受けていない対象の方へ10月中旬に勧奨はがきを送付しています。

受診方法

実施機関

内　　　容

医療機関の他に、抗体検査については職場の健康診断や町の集団健診でも受けることが
できます。
受診をされる際に、クーポン券が必要となります。クーポン券を紛失された場合は、役場
保健福祉課窓口に身分証明書を持参のうえ、お越しください。

項　目

対象者

助成金

申請方法 申請を希望される場合は、保健福祉課保健医療グループにお問合せください。

内　　　容
○次の要件を全て満たす方が対象となります。
　①骨髄等を提供した日に町内に住所を有している方
　②骨髄バンクによる骨髄等の提供を完了し、これを証明する書類の交付を受けた方
　③他地方公共団体、団体等から同種の助成金の交付を受けていない方
　④ドナー休暇制度を設けている企業、団体等に属さない方
　※町税を滞納した等の事由により対象とならない場合もあります。
次に掲げる骨髄等の提供のための通院・入院に要した日数１日につき、２万円を助成します。
ただし、７日間が上限となります。
　①健康診断に係る通院　　　　②自己血貯血に係る通院
　③骨髄等の採取に係る入院　　④骨髄バンクが必要と認める通院・入院および面接
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健　

康

○子どもの肥満
　三春町では子どもの肥満が問題視されており、福島県の「令和２年度児童生徒の肥満に関する調査
結果」によると、肥満度が全国や福島県の平均を上回っている学年もあります。
　子どもの肥満は、将来生活習慣病を引き起こす可能性があります。また、年齢が上がるにつれ成人
肥満につながる確率も上がるため、子どもの頃から正しい生活習慣を継続していくことが必要です。

○肥満予防のための食事のポイント
　・３食同じくらいの量をバランスよく食べる
　　（毎食、主食主菜副菜が揃っていますか？）
　・おやつの内容と量を考える
　　（甘いものや油っこいものに偏っていませんか？）
　・よく噛んで食べる
　　（よく噛むことで、脳の「満腹中枢」を刺激して
　　　満足感が得られます！）

○作ってみよう！
　給食レシピ（副菜）「こんにゃくソテー」

▼問　教育課　教育総務グループ　☎ 62-6310

健康・栄養コラム

つきこんにゃく
ベーコン
にんじん
小松菜
しょうゆ
砂糖
酒
ごま油

150g
50g
１/３本
大１株
大さじ１
小さじ２
小さじ２
大さじ１

材料（４人分） 作　　り　　方
①にんじんは千切り、ベーコンは短冊切り、小松菜は
　2cmくらいの長さに切る。こんにゃくはゆがく。
②ごま油をフライパンにひき、にんじん、ベーコン、小
　松菜、こんにゃくを炒める。
③火が通ったら、しょうゆ、砂糖、酒を入れ味付け
　する。
★こんにゃくは、100g あたりおよそ 7kcal の低エネルギー
な食品です。よく噛んで食べ、おいしく肥満予防しましょう！

に
こ
に
こ
元
気
塾
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９
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月

火

水
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金

岩　江
要　田
中　妻
三　春
沢　石
御木沢
中　郷

岩江防災コミュニティーセンター
要田交流館大平荘
中妻地区公民館
三春町保健センター
八島台集会所
沢石会館
御木沢地区公民館
中郷地区交流館

曜日 地区 会　場 11月の開催日
１、８、15、22

４、11、18、25

２、９、16、30

10、17、24

５、12、19、26
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日常生活に支障がある生活行為を改善するために、一人一人に応じた運動機能向上や口腔ケア
プログラムを週１回、約３か月の短期間で行うサービスです。

・足腰が弱ってきた　・つまずきやすくなった　・歩くのが遅くなった　・体重が明らかに減った等

低負荷で負担の少ない運動です。足、お腹
周り、胸周りの不活動筋を鍛えます。

・運動する習慣が身についた！
・足腰がしっかりした！
・階段の昇り降りが楽になった！
・温泉に行けるようになった！
・スタッフが良くしてくれて嬉しい！

○利用対象者　事業対象者（チェックリスト該当者）
○実施場所　三春町通所介護事業所（福祉会館内）
○営業時間　毎週土曜日　１０時～１２時３０分
○料　　　金　1,000 円
　　　　　　　（利用料 500 円＋食事代 500 円）
○定　　　員　20名

温めることで慢性的な痛みの軽減、メドマー
で下肢の浮腫みの軽減が期待できます。

看護師による定期的な口の中のチェックを
行い、口腔ケアのアドバイスをします。

Ｑ．短期集中リハビリトレーニングとは・・・

Ｑ．どんな人が利用したほうがいいの・・・

Ｑ．どんなことをするの・・・
【マシンによる機能訓練】

【利用者の声】【ご案内】

【温める、マッサージ】

【口腔ケア】

温熱治療器 エアマッサージ器

～住み慣れた町で「いつまでも自分のことは自分でしたい」と思っている方へ～
三春町通所介護事業所

短期集中リハビリトレーニングへ参加してみませんか！！

▼問・申込　三春町地域包括支援センター ☎ 62-8586　　三春町通所介護事業所 ☎ 080-5221-5714
　　　　　　（住所：三春町字南町１番地　三春町福祉会館内）

広告欄
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季節や日常会話の手話をご紹介するコー
ナーの第11回目は、「秋祭り」「芋煮会」
です。手話と一緒に、口も大きく動かし
てください。

左手のひらを上に、親指を立てた右手を下から当て
て秋田名物の「フキ」を表すと、秋田県の手話から
「秋」の意味になります。

左手のひらを上にして鍋に見立て、右手の指を曲げ
て下から炎があたるようすを表します。

神輿を担いで 2回持ち上げる仕草をして「祭り」
を表現します。

両手の指先をくっつけてから斜め下に動かして会の
上の部分を表します。

「秋祭り」の「秋」

「芋煮会」の「芋煮」

「秋祭り」の「祭り」

「芋煮会」の「会」

「広報みはる」で紹介した手話を、三春町のホー
ムページから動画でご覧になれます。
または、「三春町」「手話」で検索。
スマートフォンでは、右のＱＲを
読み取ってご覧ください。

【
社
会
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】
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11月の行事カレンダー

◆ カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されているページ数です。
　 各行事の詳細については、該当ページをご覧ください。
◆ 施設の休館日は13ページに掲載しています。

日 月 火 水 木 金 土

1716 18 19 20

21 22

8 109 11 12 13

14 15

2423

29 30

25 26 27

28

7

654321

お誕生会
（11時30分～・子育
て支援センター）15

3～4か月児健康診査
16子育て相談日 15

3歳6か月児健康診査
15

1歳6か月児健康診査

15

たのしいせいさく
（子育て支援センター）

15

15

9～10か月児健康診査

ままカフェみはる
（10時～11時30分・
保健センター）16

のびのびの日
（10時～正午・子育て
支援センター）

おはなし “あのね ”
（11時30分～・子育
て支援センター）

三春町各種功労者
表彰式

15

15

こころの健康相談会
31

15

おやこ運動あそび
教室（10時15分～
11時30分・子育て
支援センター）

15

出前おはなし会
（11時～11時15分・
子育て支援センター）

31人権相談・行政相談

31心配ごと相談

心配ごと相談 31

31心配ごと相談
31消費生活無料法律相談

31心配ごと相談

15絵本とわらべ唄
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納期限　

10月１日時点で
交通死亡事故ゼロ２，８０４日です。

人口・世帯数　 

11月 医療機関名 薬局名
○ 休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

田村地方夜間診療所
受診する際は、事前に必ず電話をしてから受診してください
☎0247-81-2233　FAX0247-72-8841

休日診療時間 午前９時～午後６時
（医療機関によっては午前９時～午後５時）

夜間・休日のお医者さん

３日（水）
７日（日）
14日（日）
21日（日）
23日（火）
28日（日）

かみや内科クリニック
さとう耳鼻咽喉科クリニック
春山医院
清水医院
さいとう医院
白岩医院

5日（日）
12日（日）

矢吹医院
中央通りクリニックやない

☎72-3212
☎81-1333
☎62-3239
☎82-3535
☎72-2500
☎77-2036

12月 医療機関名 薬局名

☎81-2662
☎62-3015

はまだ薬局
げんじろう調剤薬局

アイランド薬局船引店
はまだ薬局

コスモ調剤薬局中央通り店

急病時の問い合わせ先
日曜休日夜間当番医案内
 　☎024-933-4000（自動音声、24時間対応）
福島県こども救急電話相談
　 ☎#8000（固定電話アナログ回線の場合は、☎024-521-3790）
 　受付時間：午後7時から翌朝8時まで
※新型コロナウイルス感染症の症状が疑われる場合は、
　かかりつけ医、または以下の窓口にお電話ください。

1日（月）
2日（火）
4日（木）
5日（金）
8日（月）
9日（火）
10日（水）
11日（木）
12日（金）
15日（月）

16日（火）
17日（水）
18日（木）
19日（金）
22日（月）
24日（水）
25日（木）
26日（金）
29日（月）
30日（火）

なごみファミリークリニック
東部台こどもクリニック
さとう耳鼻咽喉科クリニック
三春病院
島貫整形外科
秋元医院
清水医院
橋本医院
まつえ整形外科
白岩医院

まつざき内科胃腸科クリニック
白岩医院
矢吹医院
のざわ内科クリニック
船引クリニック
遠藤医院
雷クリニック
石川医院
かとうの内科クリニック
のざわ内科クリニック

11月 11月当番医療機関 当番医療機関

受診・相談センター
☎０１２０－５６７－７４７
受付時間：２４時間（毎日）

【人権相談】

【行政相談】

【心配ごと相談】

【こころの健康相談会】

●●●今月の相談●●●

▼ 問　住民課　生活環境グループ
　　 　☎ 62-2147　FAX62-5155

〇町営バスをご利用の際は、お得な回数券・定期
　券をご利用ください。
　回数券はバス車内および役場窓口、定期券は役
　場窓口でそれぞれお買い求めいただけます。
※三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運行
　しています。
※岩江コースは週4日（月・火・木・金）運行して
　います。
※スクール混乗コースおよび通勤コースを除く朝晩
　コース５路線は週５日（月～金）運行しています。

運休日：3・7・14・21・23・28 日

【消費生活無料法律相談】

マーク は、町営バスの運休日です。

町営バス運休カレンダー（11月）
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地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

三春町内各中学校文化祭開催される！
〔テーマ〕
　『Ｒｉｎｇ　～心の輪を～』・・・・三春中学校〔ＨＡＲＵ　ＦＥＳ（ハル ･フェス）〕
　『我が道を行く　～Ｇｏｉｎｇ　Ｍｙ　Ｗａｙ～　』・・・・岩江中学校〔緑風祭〕
　10月 16日、三春中学校と岩江中学校において文化祭が開催されました。今年度も昨年度に引き続き、新型
コロナウイルス感染拡大への対策を講じての開催ではありましたが、コロナ禍においても多くの方々に生徒達
の発表する姿を見ていただき、取り組みを理解していただくよい機会となりました。
　教科の学習や総合的な学習の時間、部活動での成果の発表や作品展示、ステージでの音楽発表など、特色を
生かした多岐にわたる発表内容でした。
　文化祭実行委員会を組織し、共同制作や協力活動を通して集団としての連帯感や所属感、結束力が高まりま
した。

　三春中学校は現在、全校生304名で教育活動を行っています。昨年は中止となった中体
連総合大会も今年度は実施され、各部活動ともすばらしい活躍をしました。野球部とソフ
トボール部は県大会へ出場し、特設水泳部は東北大会出場、さらに陸上部と特設柔道部
は全国大会に出場し、大舞台で熱戦を繰り広げました。
　新型コロナウイルス感染防止のため、職場体験など地域での活動も制限せざるを得な
い状況でしたが、代わりに２年生では町内事業所の方をお招きして職業講話を行ったり、
JICA 二本松訓練所から講師を招いてSDGsの視点も含めたキャリア学習を行ったりしまし
た。３年生でも県立テクノアカデミーから講師の先生をお招きし、将来の生き方を考える進路学習を行いました。また今後、
１年生では自分たちが暮らす三春町をよく知り、地域にできることを一人一人が考える三春学習を行っていく予定です。
　生徒一人一人が自分の将来を見据えながら中学校生活を送っていけるよう、地域の皆様のご支援をお願いします。

検索検索

友だち登録方法 LINE を使ってこんなことができるよ
その１ 二次元バーコード
LINE アプリの「その他」
→「友だち追加」
から下のバー
コードを読み
取る。

その 2 友だち追加ボタン
インターネットで
「三春町 LINE」で検索

町公式ウェブサイトにアク
セスし「三春町公式　LINE」
ページの下記のアイコンを
クリック

三春町　LINE

町の情報をお届けします！
お
友
達
登
録

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

愛姫

町の情報を知りたい 警報など災害情報も
発信していきますメニュー画面のQ&Aをタップ

受
信
設
定
で
希
望

す
る
情
報
に

チ
ェ
ッ
ク
！ お問合せ先：三春町役場産業課商工観光グループ

TEL：６２－３９６０　FAX:６２－１１１０

［質問］

回答しますね !

滝桜 - 三春町 HP
https://www.town.miharu...

滝桜ライブカメラ -三春町 HP
https://www.town.miharu...

滝桜が
いつ咲くか教えて

こまりん

大雨洪水警報の発令に
ついて
こちらは、防災みはる
広報です。
先ほど、三春町に大雨
洪水警報が発令されま
した。
河川の増水、氾濫、土
砂崩れ、低い土地の浸
水などに厳重に注意し
てください。

最後に設定を押すのを忘れずに
みんなお友だち登録よろしくね！

愛姫愛姫

こまりんこまりん

お
友
お
友
達
登
達
登
録録

愛姫 友だち追加

愛姫愛姫

三春中学校 岩江中学校


